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ごあいさつ

常陸大宮市は、茨城県の北西部、県都水戸から約20kmの人溝山地及び阿武隈山地の南端と関東平野

周縁大地北端の境界部に位置し、東に久慈川、南に那珂川、中央部に緒川、玉川が流れ、市の 6割を

山林が占めています。

久慈川と那珂川の二大河川の沿岸には、肥沃な土地が開け、豊かな自然に恵まれ古くから人々の生

活の場となり、多くの歴史を重ねております。そのためこの地域には、古墳・塚・集落跡など多くの

遺跡が存在しております。これらの遺跡は、当時の様子を知る手がかりとなることはもちろんのこと、

現代の私たちが豊かに生活をすることができる先人の業績でもあります。

このような貴重な文化遺産を後世に伝えることは、私たちの大切な任務であり、郷上の発展のため

にも貴重なことと考えております。

このたびの調査は、道路の拡幅建設に伴い、周知の遺跡である西塙遺跡の発掘調査による記録保存

を目的に行ったものであります。遺跡内からは、縄文、中世、近世時代の竪穴住居跡・土坑・柱穴状

遺構 。溝状遺構・土器等が多数検出されました。この調査報告によって地域の祖先の遺業をしのぶこ

とができるとともに、文化財の対する意識がいっそう深まり、遺跡愛護の精神や郷上の文化を培う上

で貴重な資料として役立てていただければ幸いであります。

最後になりますが、発掘調査にあたり格別のご指導を賜りました茨城県埋蔵文化財指導員の川崎純

徳先生、そしてご協力いただきました地元の関係者、適正かつ慎重な調査をいただいた発掘業者 株式

会社パスコ茨城支店様、各位に心から厚く感謝を申し上げます。

平成21年 1月

茨城県常陸大宮市教育委員会



例 言

1.本書は以下の遺跡を収録したものである。

本調査 西塙遺跡 常陸大宮市野口字西塙 1961ほか

2.発掘調査は上宿西塙線市道の工事に伴い、常陸大宮市から株式会社パスコが調査の受託し、実施した。

3。 本調査の発掘調査から報告書刊行までの費用は常陸大宮市が負担した。

4.本書は常陸大宮市教育委員会の指導の下、株式会社パスコが行った。

5。 遺跡の発掘調査期間及び整理期間は、以下の通りである。

調 査 平成19年 12月 13日 ～平成 20年 5月 31日

整 理 平成19年 12月 28日 ～平成 21年 1月 20日

6.発掘調査組織は以下の通りである。

調査担当者   株式会社パスコ 辻 弘和

報告書作成指導         原川雄二

現地発掘参加者 奥寺弘志 花井勝人

会沢 貢 石崎梅雄 石崎しつゑ 石崎きぬい 石崎久恵 石崎友子 石崎マサエ

伊藤房雄 大武節子 小澤 誠 鎌田 功 鎌田せつ子 軍司通郎 関根一美

田中ひら子 樋田義雄 桧山忠男 皆川 清 青木毅彦 石崎靖也 市毛友則

川崎剛史 高久照美 和田義正

整理作業参加者 小川紀美 水谷典子

調査指導    常陸大宮市教育委員会

7.整理及び本書の編集・執筆は辻、原川が行った。

8.遺構の写真撮影は辻が行った。

9.遺物の写真撮影は富田 武が行った。

10。 本調査に関わる記録及び出土遺物は調査終了から報告書の刊行までは株式会社パスコで保管し、報告書

の刊行後は常陸大宮市教育委員会が保管している。

11.調査及び報告書の作成に至るまで以下の方々や諸機関から御指導・御協力を賜った。記して感謝申し上

げます。 (敬称略・順不同)

茨城県教育委員会、財団法人茨城県教育財回、社団法人常陸大宮市シルバー人材センター、川崎純徳、

瓦吹 堅、塚本師也



凡 例

1。 地区設定は、日本平面直角座標第Ⅸ系座標に準拠し、X座標 =61,300m、 Y座標 =44,180mの交点を基

準点 (Al)と した。座標数値に関しては世界測地系を用いている。
2.調査区は、上記の基準点を元に遺跡範囲内を東西 。南北260× 100m四方の調査区を設定し、調査区内
を4m毎にグリッドを設定した。
グリッドの名称は、アルファベットと算用数字を用い、北から南へ「 1、 2、 3…」、西から東へ「A、
B、 C…」とし、「Al区」、「B2区」のように呼称した。
3.遺構全体図及び個別遺構図の方位は真北を示す。
4。 本文中ならびに挿図中における標高は東京湾平均海水面 (To P.)を基準としている。

5。 遺構は 1/40、 遺物は 1/1、 2/3、 1/3、 1/4、 の縮尺を使用している。

遺物の挿図及び遺物の図版の縮尺については、ほぼ同一である。遺構平面図の遺物香号、遺構内・外出

土の遺物番号、各遺構・遺物の図版番号はすべて同一である。

6。 遺跡内の遺構の位置については各挿図の右上部に★印によって検出グリットを表記している。

7.土層観察における色調の判定には、F新版標準土色帳』 1/1ヽ山正忠・竹原秀雄編著日本色研事業株式会社)
を使用した。

8。 石器の器種別及び石材については、原川がそのほとんどを肉眼観察によって鑑定したものである。

9.石器の磨痕に関しては、確認できるものについてはその方向を示し、できないものについてはスクリー
ントーンでその範囲を示した。遺構及び遺物観察表の法量の単位は全てcmである。

10。 実測図・遺構観察表・遺物観察表等で使用した略記号は以下のとおりである。

SK― 土坑 SD― 溝状遺構 RO― 炉跡 SX―性格不明遺構 PT― ピット状遺構

調査方法

1.表土掘削・遺構確認

表上については、重機を使用し、土層の変化を観察しながら掘削を行い、随時変化の認められる個所につい

て人力で精査しながら遺構の確認調査を実施した。確認できた遺構に対しては番号を順次付けた。

遺構確認面で電子平板を使用し、国家座標に基づいて平面図を作成した。また同時に写真による記録と

して、35ミ リカメラを用いてリバーサルフィルムおよびネガカラーフイルムを使用して撮影した。

2.遺構調査

遺構を確認した面で、内部の掘り込みを長軸に沿って半裁して実施した。調査後は、内部土層の堆積状

況の観察および分層を行い、写真撮影と10分の1の断面図作成を行った。その後、半裁された残り半分

の完掘を行い、写真撮影とエレベーション等の図面 (上記と同一縮尺の図)作成を行った。また各遺構
内外で出土遺物が発掘された時は、随時 トータルステーションにより出土地点および遺構等との関連性

を確認しながら記録化して取り上げ作業を行った。

3.整理作業
遺構全体図は、電子平板により作成した。個別遺構図は、電子平板と手実測により作成した図面を元に

デジタルトレースを行った。遺物は洗浄後、注記、接合および復元を行った。その後、遺物観察表のた

めのデータ作成を行った。

報告書に掲載した遺構の抽出は、遺構の規模・形態および遺物の出土量・遺存状態および年代観等を考

慮して実施した。また詳細事項が明確にできず掲載できなかった遺構の規模・形態等についても、抽出

した遺構と合せて遺構一覧表で可能な限り概要を示した。
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第 1章 遺跡の概観

第 1節 調査に至 る経緯

本発掘調査は、常陸大宮市野口字西塙 1961ほかに所在する道路の拡幅及び整備に伴う事前調査である。

平成18年 6月 6日 に常陸大宮市長 矢数 浩から常陸大宮市教育委員会に埋蔵文化財の所在有無の照会が提出され、

それに基づき、市教育委員会では同年11月 24日 に、道路は住民の生活用に使用中であるため工事予定地の道路に沿

った周辺の農地空白地を4個所選んでトレンチ方式で試掘を実施した。

試掘の結果は、縄文時代中期を中心にし、1・ 2・ 4号 トレンチでは竪穴住居跡、1号 トレンチをはじめ、ほとんどの

トレンチでは主として土坑の存在が確認できた。その密集度は高く、集落構成の一部を思わせるものであった。その

重要性から市道路建設部では市教育委員会から道路工事に先立ち事前の本調査が必要という回答を受けた。

平成19年 9月 7日 に茨城県教育委員会との協議により、本調査を実施することになり、平成19年 11月 5日 の入札に

より、株式会社パスコ茨城支店が決定し、直ちに11月 9日 契約を完了した。

その後、常陸大宮市教育委員会、常陸大宮市および株式会社パスコ茨城支店の三者で数回の協議を進め、確認調査

の結果に基づき本調査の準備と事務所設置を平成19年 12月 10日からすすめ、平成19年 12月 13日から実施すること

になった。

第 2節 調査の概要

本調査は、前述のとおり平成19年 12月 13日から平成20年 5月 31日 まで実施した。

市道の工事と市民の道路使用上の関係から調査区として3工区に分害Jした。西側よりAA区までを I区とし、AB区

からAU区までをⅡ区とし、さらにAV区から東側をⅢ区として順次調査を進めた。また調査終了した調査区から順

次市側に引き渡していつた。

平成 19年 12月 13日 より、 I区から重機による表土掘削を開始し、ある程度除去した段階で、さらに遺構確認のた

めの精査を人力にて行った。土坑が最も多く確認できた地区であり、そのため多くの時間を要した地区でもあった。

因みに土坑 118基、炉跡1基、性格不明の遺構 2基さらにピット状遺構26基を確認した。翌20年 3月 25日 に終了の検

査を受け、直ちに埋め戻しを行った。

Ⅱ区は、 I区の発掘がほぼ終了し、測量の精査段階に入った2月 13日から表土掘削を行い、前区同様の手順で精査

を人力作業で進めた。その結果、土坑63基、炉跡1基、性格不明の遺構 1基、ピット状遺構 48基を確認した。5月 13

日に終了検査を受け、直ちに埋め戻し、この区の作業を終了した。 I区のように土坑等が複雑な状況でなかったため

比較的円滑な調査で推進できた。

Ⅲ区は、4月 5日 より表土掘削を開始し、遺構確認調査は人力によって進めた。本区で確認された遺構は、土坑45

基、溝状遺構 4条、炉跡 1基、性格不明遺構 2基およびピット状遺構 27基であった。5月 31日 に終了検査を受け、そ

の後埋め戻しを行った。発掘調査は全て終了し、事務所撤去等を行い、 6月 6日 に現場引渡しを行って、発掘業務を

完了した。

整理作業は、発掘調査を開始してまもなくの平成 19年 12月 28日 から、降雨等により発掘作業の行えない時に現場

事務所内にて、遺物洗浄および測量図の点検等の作業は進めてきた。そのかいあって発掘作業終了時の翌年 5月 29日

にはほぼ遺物洗浄作業は終了した。その後、東京都人王子市明神町に所在する株式会社パスコ文化財整理事務所にて

図面整理、写真整理、遺物注記、接合、復元、写真撮影等の作業を10月 下旬まで行い、原稿執筆、編集作業を12月

まで実施した。
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第 3節 地理的・歴史的環境

地理的環境

2004年に那珂郡大宮町、山方町、美和村、緒川村、東茨城郡御前山村の5町村が合併し、常陸大宮市となった。現

在、北は久慈郡大子町、東は常陸太田市、南東は那珂市、南は東茨城郡城里町、西側を栃木県那須郡那珂川町、那須

烏山市、芳賀郡茂木町と接している。

西塙遺跡は、常陸大宮市野口字西塙 1961ほ かに所在するが、合併以前は旧御前山村に所在していた。常隆大宮市は

県北に位置し、人溝山地から伸びた丘陵部の先端にあたり、東側を久慈川、南側を那珂川に挟まれていて、市域の大

部分は河岸段丘上に位置する。中央に緒川と弱璃の産地として知られている玉川が流れている。

那珂川は、栃木県北部の那須岳を水源にし、茨城県の北西部から南東部に向かって斜走し、県中央部の那珂市、水

戸市を経て、さらに大洗町から太平洋へと注いでいる。流域沿いは水戸市周辺以外のほとんどは都市化されていない

ため、田園風景を各所に見ることができる。とりわけこの遺跡周辺の御前山地区では河岸段丘の原地形を見ることが

でき、段丘上には広大な水田地帯が広がっている。遺跡は、その左岸段丘面の比較的平坦な標高約 59メ ートルの地域

の広範囲に占列していることが容易に観察できる。今でも休日には県内外からも多くの考古マニアが遺物の表面採集

に訪れるほどである。

歴史的環境

市内では旧石器時代の遺跡として、梶巾遺跡が知られている。久慈川のユ可岸段丘に位置し、石器製作跡を思わせる

遺構が確認されている。頁岩と安山岩の2種類からなる石器群で、主に尖頭器、石刃、石核等で構成されていたよう

である。

縄文時代になると遺跡の数が急増する。梶巾遺跡は1984年に調査が行われ、土坑が 16基検出された。諏訪台遺跡

は1990年に調査が行われ、中期の竪穴住居跡が1軒、土坑が16基、竪穴状遺構2基検出された。坪井上遺跡は、1993

年に調査され中期の竪穴住居跡が 19軒、土坑が75基検出された。特徴的な遺物にヒスイ製の大珠が表採等を含めて

合せて8点確認されている。一遺跡からこれだけの数のヒスイ製大珠が出土した例はあまりない。高ノ倉遺跡 (25)

は、2004年に調査が行われ、土坑が223基検出された。小野天榊前遺跡 (20)とよ、弥生時代としても著名な遺跡であ

るが、縄文時代早期及び中期から晩期までの長期間形成されてきた。特に晩期の土偶、亀形土製品、石剣、独鈷石等

の出土は有名である。

弥生時代の遺跡として、前述の小野天神前遺跡があげられる。県内の遺跡として代表する遺跡である。再葬墓が検

出され、人面付壺形土器が出土している。坪井上遺跡では 2軒の竪穴住居跡が調査されている。

古墳時代の遺跡として、富士山4号墳は墳長約38メ ートルの前方後方墳で、県内最古の古墳として周知されている。

一騎山古墳群は、前方後円墳 1基 (一騎山4号墳、墳長約24メ ートル、ガラス製小玉、碧玉製管玉、直刀、細身式鉄

鏃出土)、 円墳 10基以上からなる古墳群である。形象埴輪を有する古墳群でもある。糠塚古墳は約80メ ートルの前方

後円墳である。雷横山横穴墓 (37)は、現在 5基確認されている。集落跡の調査では坪井上などで行われている。竪

穴住居跡が10軒検出されている。

奈良・平安時代では、鷹巣遺跡等が確認されている。過去 3回の調査が行われており、竪穴住居跡から多量の瓦が

出土している。近接の鷹巣瓦窯跡が所在していることから両者の関連性が論じられている。また、ここで焼かれた瓦

は久慈郡行に供給されたと考えられている。

中世は、野口城および御前山城が存在する。前者は野口に所在し、藤原通直が正暦二 (991)年 頃に築城し、川野

辺氏を名乗って居城したことから川野辺城ともよんでいる。那珂川左岸の段丘上につくられた平山城で、現状は畑地

となっており、その往時の面影をほとんど知ることができない。後者は御前山に所在し、山城を形成しているものの、

山輪・土塁等の一部が確認されているようだが詳細は明確ではない。
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第2図 周辺の遺跡 (国土地理院5万分の1地形図 常陸大宮より作図)

第 4節 基本層序

今回の調査区は幅狭のため、層序確認のための深堀が

出来なかったが、深い遺構で層序が確認出来た箇所を利

用し、基本層序を確認した。

I層 黒色土 (10YR2/1)表 土層
Ⅱ層 黒色土 (2.5Y2/1)
Ⅲ層 黒褐色土 (10YR3/1)
Ⅳ層 黄橙色土 (5YR6/8)七 本桜パミスを多量に含む
V層 黄色土 (10YR8/8)田 原ローム層
Ⅵ層 灰白色土 (5Y8/2)鹿沼パミス層
Ⅷ層 黄色土 (2.5Y8/8)鹿沼パミス層

60000m 一

59000m ―

IV層

1層

‖層

Ⅲ層

V層

VII層

第3図 基本上層図
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配 遺跡名 所在地 種別 時代

l 西塙遺跡 常陸大宮市野口1961ほか 集落跡 縄文～近世

2 立木遺跡 常陸大宮市野口2025ほ か 集落跡 縄文～近世

3 川野辺城跡 常陸大宮市野口12■ 1ほか 集落跡 奈平～中世

4 矢口平遺跡 常陸大宮市野口平173ほか 集落跡 古墳

5 京銭内遺跡 常陸大宮市野口平861ほ か 集落跡 古墳

6 山根遺跡 常陸大宮市野口平550ほか 集落跡 弥生～平安

7 岡原遺跡 常陸大宮市門井1007ほか 集落跡 縄文～奈平

8 三美根岸遺跡 常陸大宮市三美宇根岸92 集落跡 縄文～古墳

9 赤岩遺跡 常陸大官市三美字人幡701 集落跡 縄文～奈平

三美中道遺跡 常陸大宮市三美宇中道755 集落跡 縄文～奈平

滝ノ上遺跡 常陸大宮市三美字高野戸797 集落跡 縄文～奈平

中崎遺跡 常陸大宮市三美字小林1024 集落跡 縄文～奈平

―の沢塚群 常陸大宮市三美字田倉16211 塚群 近世

泉沢A遺跡 常陸大宮市三美字富±23421 集落跡 縄文

泉沢B遺跡 常陸大宮市三美字篭田2442 集落跡 縄文

泉沢C遺跡 常陸大宮市三美字泉沢23851 集落跡 弥 生

前山瓦窯跡 常陸大宮市三美宇前山22852 瓦窯跡 奈平

西原遺跡 常陸大宮市人田宇西原6721 集落跡 縄文～中世

町営牧場内遺跡 常陸大宮市人田字見付621 集落跡 縄文

小野天神前遺跡 常陸大宮市小野字天神前28481 集落跡 縄文～奈平

小野中道遺跡 常陸大宮市小野字中道2934 集落跡 縄文～奈平

居合遺跡 常陸大宮市小野宇居合12355 集落跡 奈平

源氏平遺跡 常陸大宮市小野宇源氏平1735 集落跡 俺文～奈平

高ノ倉城跡 常陸大宮市小野字後高ノ倉23201 城館跡 縄文～中世

高ノ倉遺跡 常陸大宮市小野字南高ノ倉2167 集落跡 健文～中世

仰前山城跡 城里村赤沢字皇戸御前山国有林30 城館跡 中世

堀之内遺跡 城里町上阿野沢字堀之内5691ほか 包蔵地 縄文

更川遺跡 城里町上阿野沢字反川7891ほか 包蔵地 赤生～奈安

眼本内遺跡 城里町下阿野沢字根本内447ほ か 包蔵地 縄文～古墳

太子堂遺跡 常陸大宮市宇太子堂5881 経塚 近世

束野仲坪遺跡 常陸大宮市東野字天神 1892 集落跡 古墳～奈平

伸ノ内遺跡 常陸大宮市東野字仲ノ内17151 集落跡 縄文～近世

地殿神社遺跡 常陸大宮市東野字坂ノ上3081 集落跡 縄文～奈平

大阪平A遺跡 常陸大宮市鷹巣字大阪平22583 集落跡 奈平

大阪平B遺跡 常陸大宮市鷹巣宇大阪平26621 集落跡 奈平

犬迫遺跡 常陸大宮市鷹巣宇犬迫27001 集落跡 縄 文

雷神山横穴群 常陸大宮市宇鴻巣山177211 横穴群 古墳

堰ノ上遺跡 常陸大宮市人田宇堰ノ上10652 集落跡 奈平

人田桑原遺跡 常陸大宮市人田字桑原9491 集落跡 奈平

人田向原遺跡 常陸大宮市人田字向原4701 集落跡 中世

富士権現古墳群 常陸大宮市野中町富士山33761 古墳群 古墳

富士山遺跡 常陸大宮市野中町富士山33761 集落跡 縄 文

岩欠横穴墓群 常陸大宮市人田字岩欠20331 横穴群 古墳

三蔵遺跡 常陸大宮市若林宇三蔵821 集落跡 縄文～奈平

唐木田ニッ塚 常陸大宮市人田字唐木田2245 塚群 近世

菅又人田遺跡 常陸大宮市人田字唐木田22381 集落跡 縄文～奈平

菅又館遺跡 常陸大宮市若林宇菅又19191 城館跡 中世

北平遺跡 常陸大宮市若林字北平1433 集落跡 縄文～奈平

関平遺跡 常陸大宮市若林字関平1370 集落跡 縄文～奈平

前坪遺跡 常陸大宮市若林字南平7091 集落跡 古墳～奈平

前坪東遺跡 常陸大宮市若林宇南平7025 集落跡 縄文～近世

第1表 周辺の遺跡一覧表
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第6図 西塙遺跡全体図
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第 2章 遺構

遺構 (第 6～ 29図 図版4～ H 第2表)
本遺跡から検出された遺構は、346基を数える。これらは、土坑226基・ピット111基 。炉跡 2ヶ所・性格不明遺構

3基・溝4条に分かれ、土坑の検出数が最多を占める。土坑については、出土土器の時期等から、縄文中期・後期の

二時期に分かれ、中期に属するものが■0基、後期に属するものが26基を数える。ピットについては、出土遺物が認

められず、帰属時期が判然としない。炉跡は出土土器の時期等から中期・後期の二時期に分かれ、4条の溝状遺構は、

3号溝のみが出土遺物の時期等から古代以降の所産と考えられ、他の溝状遺構は時期不明のものである。

遺構の分布 (第 6図 )

遺構は調査区西側から東側にかけて、緩やかに下降傾斜する台地上 (那珂川によって形成された河岸段丘上)の調

査範囲全体に検出され、土坑・ピットについては、調査区西側 (B23・ 24)区～ (AP19。 20)区 に集中し、(AU18

～20)区～ (BJ18・ 19)区については、後期の上坑が分布する。なお、 (AQ19・ 20)区～ (AT19。 20)区から

は、遺構が検出されず、(AU18～ 20)区～ (AV～ AX5～ 17)区からは、後期の土坑が検出されている。従って、

本調査の結果から、調査区西側の微高地に土坑が集中して分布していた。

土坑の帰属時期と形態 (第 7図～ 29図 図版 4～ 11 第 2表)

を土坑の帰属時期については、縄文中期は、大木7b式期 (五領ヶ台式期)が 1基、加曽利El式期 (大木 8a・ 8b式

期を含む)が 55基、加曽利E2式期 (大木9a式期を含む)が 19基、加曽利E3式期が15基、加曽利E4式期が9基、中

期 (中期に属するが、詳細は不明なもの)H基が確認され、縄文後期は、称名寺式期が15基、綱取式期が3基、堀之

内式期が2基、後期 (後期に属するが、詳細は不明なもの)6基に分かれる。客期における各土坑の形態は、開口部

平面形態が、円形・楕円形 。隅丸方形・隅丸長方形 `長方形を呈するものが多く、断面形態は、張り出し袋状・台形

状・長方形状 。半楕円形状を呈するものが多い。

SK001号土坑 (第 7・ 30図 図版4・ 12)

B24グ リッドに位置する。西側は調査区外である。開田部平面形態は円形で底部は円形で断面形態は張り出し袋状

を呈している。覆土は4層に区分される。最下層の覆土はレンズ状堆積を呈していない。ピットは北東側より1基検

出された。Plの上面が31× 56 cm、 底面が42× 35 cm、 深さが68 cmである。底面より縄文土器、石器及び礫が出土し

たも

SK002号土坑 (第 7・ 31図 図版4・ 13)

B・ C24グリッドに位置する。開口部平面形態は惰円形で底部は惰円形で断面形態は張り出し袋状を呈している。

覆土は5層に区分される。底面の西側中央部から縄文土器 (1)及び中央から東側にかけて礫が多量に出土した。

SK004号土坑 (第 8・ 32・ 33図 図版 4・ 14)

F24・ 25グ リッドに位置する。開日部平面形態は円形で底部は円形で断面形態は張り出し袋状を呈している。覆土

は6層 に区分される。ピットは南側より1基、北側より3基、計4基検出された。Pと の上面が77× 75clll、 底面が54×

48cm、 深さが46 cmである。P2の上面が57× 52 cm、 底面が38× 32 clll、 深さが50 cmである。P3の上面が23× 19 clll、

底面が 12× 9cm、 深さが 10clllである。P4の上面が 18× 15cm、 底面が9× 9cm、 深さが10cmである。北東部より土製

耳飾りが2個体 (8・ 9)出土した。出上位置はほとんど変わらずに、高低差が約 20clllあ る。8が上である。

―
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SK009号土坑 (第 3・ 33図 図版 4・ 15)

I・ J24グ リッドに位置する。開田部平面形態は楕円形で底部は楕円形で断面形態は張り出し袋状を呈している。覆

土は7層に区分される。遺物の多くは底面から出土した。北西部より縄文土器 (1)、 中央部北側から東側にかけて礫

が多量に出土した。

SK010号土坑 (第 9・ 34図 図版 4・ 15)

J23グリッドに位置する。北側は調査区外である。開口部平面形態は円形で底部は円形で断面形態は張り出し袋状

を呈している。覆土は4層 に区分される。ピットは南側より1基検出された。Plの上面が55× 42cm、 底面が35× 33

cm、 深さが 53clllである。復元出来た縄文土器 (1)は中央部北側より出土した。

SK011号土坑 (第 9・ 34図 図版 15)

E24・ 25グ リンドに位置する。中央部を水道管が東西に横断している。南側は調査区外である。開口部平面形態は

隅丸方形で底部は隅九方形で断面形態は台形を呈している。覆土は3層 に区分される。

SK018号土坑 (第 9・ 34図 図版 5・ 16)

L24グリッドに位置する。開日部平面形態は惰円形で底部は惰円形で断面形態は長方形を呈している。覆土は単層

を呈している。

SK019号土坑 (第 10・ 35図 図版 5。 16)

L24グ リッドに位置する。開日部平面形態は惰円形で底部は情円形で断面形態は張り出し袋状を呈している。北側

を水道管が東西に横断している。覆土は6層 に区分される。

SK028号土坑 (第 10・ 36図 図版 5・ 17)

M23グリンドに位置する。開口部平面形態は惰円形で底部は惰円形で断面形態は長方形を呈している。覆土は14層

に区分される。最下層より多量の遺物が出土した。

SK030号土坑 (第 11・ 37・ 38図 図版 5。 18)

0。 P23・ 24グ リッドに位置する。開田部平面形態は隅丸方形で底部は円形で断面形態は張り出し袋状を呈してい

る。覆土は9層に区分される。ピットは中央部南側より1基検出された。Plの上面が50× 49 cm、 底面が35× 33 cm、

深さが18cmである。

SK031号土坑 (第 11・ 38図 図版 5。 19)

B・ C24・ 25グ リッドに位置する。中央部を水道管が東西に横断している。南側は調査区外である。開田部平面形

態は惰円形で底部は惰円形で断面形態は長方形を呈している。覆土は9層 に区分される。ピットは中央部北部より3

基、西側より2基、中央部より1基、計6基検出された。Plの上面が59× 59cm、 底面が40× 40cm、 深さが46cmであ

る。P2の上面が55× 51cm、 底面が48× 40cm、 深さが 40clllである。P3の上面が25× 23clll、 底面が8× 7 cm、 深さが

15 cmである。P4の上面が21× 20 cm、 底面が8× 7 cm、 深さが 15 cmである。P5の上面が44× 40 clll、 底面が40× 32

clll、 深さが閉 clllで ある。P6の上面が37× 36cm、 底面が23× 16cm、 深さが18cmである。

SK037号上坑 (第 12・ 39図 図版 6・ 19)

F・ G24グリッドに位置する。開口部平面形態は惰円形で底部は惰円形で断面形態は張り出し袋状を呈している。

ピットは中央部北部より2基、中央部より2基、中央部南部より2基、計 6基検出された。覆土は7層に区分される。

Plの上面が52× 51 cm、 底面が38× 34cm、 深さが42cmで ある。P2の上面が38× 37clll、 底面が26× 22clll、 深さが46

cmである。P3の上面が38× 30 cm、 底面が20× 17 cm、 深さが22 cmで ある。P4の上面が37× 37 cm、 底面が27× 26

cm、 深さが42cmである。P5の上面が25× 21 clll、 底面が8× 7 cm、 深さが35 cmである。P6の上面が27× 13 cm、 底面

が 16× 8cm、 深さが20 clllで ある。復元出来た縄文土器は3個体である。そのうち、2・ 3とよP4の直上から出土してい

る。
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SK045号土坑 (第 12・ 40図  図版 6・ 20)

Q・ R22・ 23グ リッドに位置する。東側をSK046に削平され、中央部を水道管が東西に横断している。開田部平

面形態は隅丸方形で底部は隅丸方形で断面形態は長方形を呈している。覆土は5層に区分される。ピットは中央部よ

り3基検出された。Plの上面が91× 87 clll、 底面が72× 70 cm、 深さが 10 cmである。P2の上面が29× 29 clll、 底面が

17× 13cm、 深さが20cmで ある。P3の上面が33× 29cm、 底面が 14× 14cm、 深さが18cmである。

SK046号土坑 (第 13・ 41図 図版 6・ 21)

Q・ R22・ 23グ リッドに位置する。南側を水道管が東西に横断している。開口部平面形態は円形で底部は円形形で

断面形態は台形を呈している。覆土は7層 に区分される。ピットは南側より2基検出された。Plの上面が83× 68clll、

底面が61× 45cm、 深さが18cmである。P2の上面が28× 24cm、 底面が 12× 1l clll、 深さが28cmで ある。

SK053号上坑 (第 13・ 42図  図版 6・ 21)

T・ U23グ リッドに位置する。南側は調査区外である。開日部平面形態は隅九方形で底部は隅丸方形で断面形態は

張り出し袋状を呈している。覆土は7層に区分される。ピットは西側より1基検出された。Plの上面が46× 39cm、 底

面が20ホ 18cm、 深さが46cmで ある。

SK057号土坑 (第 14・ 43図 図版 22)

V23グ リッドに位置する。東側をSK056に、北西側をSK058に削平されている。南側は調査区外である。開口部

平面形態は長方形で底部は長方形で断面形態は張り出し袋状を呈している。覆土は7層に区分される。西側より復元

出来た縄文土器 (1・ 2)が二個体出土した。

SK058号土坑 (第 14・ 44図  図版 7・ 23)

V o W22。 23グリッドに位置する。南側は調査区外である。開口部平面形態は楕円形で底部は精円形で断面形態

は張り出し袋状を呈している。覆土は15層 に区分される。ピットは北側より2基検出された。Pユ の上面は130× 93

clll、 底面が■8× 78cm、 深さが65 cmである。PiはⅥ層まで掘り込まれている。P2の上面は29× 24cm、 底面は13×

■ cm、 深さが15cmである。北側より遺物が多量に出土した。

SK062号土坑 (第 15。 45図 図版 7・ 24)

S・ T22・ 23グ リッドに位置する。東側をSK0681こ削平され、中央部を水道管が東西に横断している。開口部平面

形態は精円形で底部は楕円形で断面形態は張り出し袋状を呈している。覆土は9層に区分される。ピットは南側より

1基、西側より1基、中央部より1基、計3基検出された。Plの上面が59× 58cm、 底面が42× 41 clll、 深さが38cmで

ある。P2の上面が57× 42cm、 底面が31× 29clll、 深さが32cmで ある。P3の上面が 18× 13 cm、 底面が 14× 10clll、 深

さが15cmである。復元出来た縄文土器は2個体である。 1は南西側から、21よ北側から出土した。

SK064号土坑 (第 15・ 46図  図版 7・ 25)

W・ X22グ リッドに位置する。北側を水道管が東西に横断している。開口部平面形態は楕円形で底部は楕円形で断

面形態は長方形を呈している。覆土は4層に区分される。ピットは西側より1基検出された。Plの上面が57× 43 cm、

底面が37× 27cm、 深さが30clllである。

SK065号土坑 (第 16・ 47図  図版 7・ 25)

W・ X22グ リッドに位置する。南側をSK064に削平され、中央部を水道管が東西に横断している。開口部平面形

態は楕円形で底部は楕円形で断面形態は台形を呈している。覆土は8層に区分される。復元出来た縄文土器は2個体

である。11ま中央から、21よ西側より出土した。

SK069号土坑 (第 16・ 48図 図版 8・ 26)

Y22グ リッドに位置する。開口部平面形態は隅丸方形で底部は隅丸方形で断面形態は張り出し袋状を呈している。

覆土は10層 に区分される。東側及び西側よりそれぞれ1基ずつピットは検出された。Plの上面は62× 45 cm、 底面は

43× 26 cm、 深さは21 clllで ある。P2の上面は49× 48 cm、 底面は32× 29 clll、 深さは13 cmである。中央部から東側に
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かけて礫が多量に出上した。復元出来た縄文土器が南側壁面より2個体出上した。

SK078号土坑 (第 17・ 49図 図版 8・ 27)

G24グリッドに位置する。西側をSK067に削平され、北側は調査区外である。開口部平面形態は楕円形で底部は楕

円形で断面形態は台形を呈している。覆土は2層 に区分される。

SK086号土坑 (第 17・ 50図 図版 3・ 28)

YZ21グリッドに位置する。北側は調査区外である。開口部平面形態は楕円形で底部は精円形で断面形態は張り出

し袋状を呈している。覆土は10層 に区分される。ピットは南側より3基検出された。Plの上面は39× 29cIIl、 底面は

23× 21 clll、 深さは24clllである。P2の上面は24× 24clll、 底面は17X14 cm、 深さは20cmで ある。P3の上面は17× 14

clll、 底面は6× 6cm、 深さは16cmである。

SK089号土坑 (第 18・ 50図 図版 8・ 28)

K24グ リッドに位置する。北側をSK014及び水道管で削平され、東側をSK094で削平されている。南側は調査区

外である。開口部の平面形態、底部形態、断面形態は不明である。覆土は3層に区分される。ピットは西側から北側

にかけて4基、東側から1基、計5基検出された。Plの上面は58× 47cm、 底面は34× 26cm、 深さは83clllである。P2

の上面は60× 52cm、 48× 34clll、 深さ36cmで ある。P3の上面は47× (32)clll、 底面は30× 25cm、 深さ24cmで ある。

P4の上面は45× 33 cm、 底面 38× 25cm、 深さ18cmである。P5の上面は94× (40)cm、 底面は80× 38cm、 深さ20clll

である。

SK090号土坑 (第 18・ 50図 図版 8・ 29)

K24グ リッドに位置する。北側は水道管に削平されている。開口部平面形態は精円形で底部は楕円形で断面形態は

長方形を呈している。覆土は7層 に区分される。

SK093号土坑 (第 19・ 53図 図版 31)

AB21グ リッドに位置する。北側は調査区外である。開日部平面形態は台形で底部は隅丸方形で断面形態は台形を

呈している。覆土は5層 に区分される。遺物は1～ 3層中より多量に出上した。

SK097号土坑 (第 19・ 53図 図版 31)

AB21・ 22グリッドに位置する。北側は水道管に削平されている。開日部平面形態は楕円形で底部は精円形で断面

形態は台形を呈している。覆土は3層 に区分される。

SK100号土坑 (第 20・ 53図 図版 9・ 31)

R o S23グ リッドに位置する。北側は水道管に削平されている。開田部平面形態は隅九方形で底部は円形で断面形

態は台形を呈している。覆土は4層 に区分される。遺物は1～ 2層中より多量に出土した。

SK102号土坑 (第 20・ 54図 図版 9・ 32)

R'S23グ リンドに位置する。西側はSK100に削平され、北側は水道管に削平されている。開田部平面形態は隅丸

長方形で底部は円形で断面形態は張り出し袋状を呈している。覆土は7層 に区分される。復元出来た縄文土器は3個

体である。 1は 4・ 5層中から出上し、31よ 2・ 3層中から出上した。

SKlll号土坑 (第 21・ 55図 図版 9・ 33)

R23グ リッドに位置する。西側はSK100。 102に削平されている。南側は調査区外である。開口部平面形態は形態

不明で底部は形態不明で断面形態は形態不明を呈している。覆土は4層 に区分される。復元出来た縄文土器は1個体

である。1層中から出土した。

SK121号土坑 (第 21・ 55・ 56図 図版 9・ 33・ 34)

AF・ AG20。 21グ リッドに位置する。中央部を東側から西側にかけて水道管により削平されている。開日部平面

形態は円形で底部は楕形で断面形態は張り出し袋状を呈している。覆土は6層 に区分される。ピットは東側及び西側

よりそれぞれ1基ずつ、中央部東側に1基、南側に1基、計4基検出された。Plの上面は57× 44cm、 底面は50×

-14-



46cm、 深さは55 clllで ある。P2の上面は50× 46cm、 底面は49× 48cm、 深さは45cmである。P3の上面は25× 18cm、

底面は15× 12 cm、 深さは19 cmである。P4の上面は34× 30 cm、 底面は17× 14 cIIl、 深さは34cmである。北側に大量

の礫の集中、南側に土器の集中が見られる。北側の礫集中部の最上部より蜂の巣石 (8)が出土した。遺構の中央部

底面より磨製石斧 (7)が出土した。礫は4・ 5層中から出土し、土器は5層中から出上した。

SK124号土坑 (第 22・ 57図 図版 35)

AH・ A120グ リッドに位置する。南側を水道管に削平されている。開口部平面形態は円形で底部は隅丸方形で断面

形態は張り出し袋状を呈している。覆土は6層 に区分される。ピットは西側より1基検出された。Plの上面は64× 40

clll、 底面は52× 52clll、 深さ38cmで ある。

SK125号土坑 (第 22・ 57図 図版 9。 35)

AH20・ 21グ リッドに位置する。北側を水道管に削平され、南側は調査区外である。開口部平面形態は楕円形で底

部は精円形で断面形態は台形を呈している。覆土は6層 に区分される。復元出来た縄文土器は2個体である。11よ遺構

のほぼ中央、21よ南側から出上した。

SK126号土坑 (第 23・ 58図 図版 10。 36)

AH・ A121グ リッドに位置する。南側をSK127削平され、西側をSK125で削平されている。開口部平面形態は隅

九方形で底部は隅九方形で断面形態は長方形を呈している。覆土は5層 に区分される。

SK127号土坑 (第 23・ 58図 図版 10・ 36)

AH・ A121グ リッドに位置する。西側をSK125で削平され、南側を調査区外である。開田部平面形態は隅丸方形

で底部は隅丸方形で断面形態は張り出し袋状を呈している。覆土は4層 に区分される。ピットは南側より1基検出さ

れた。Plの上面は (73)× (36)clll、 底面は (106)× (36)clll、 深さは20 clllで ある。Pl中 より復元出来た縄文土

器は2個体である。

SK135号土坑 (第 23・ 59図 図版 10。 37)

AG・ A120グ リッドに位置する。西側をSK134に、南側をSK137に削平され、北側は撹乱で削平されている。北

側は調査区外を呈している。開口部平面形態は楕円形で底部は楕円形で断面形態は形態不明である。覆土は5層に区

分される。

SK143号土坑 (第 23・ 59・ 60図 図版 10・ 37・ 38)

A120・ 21グリッドに位置する。中央部を東側から西側にかけて水道管により削平されている。開田部平面形態は

隅丸方形で底部は楕円形で断面形態は張り出し袋状を呈している。覆土は■層に区分される。復元出来た縄文土器は

1個体である。縄文土器は南側の壁面より横倒しの状態で出上している。胴部より上の部位が出土した。接合できた

土器片は同遺構内より出土している。

SK144号上坑 (第 24・ 60図 図版 38)

A121グ リッドに位置する。南側は調査区外である。開田部平面形態は楕円形で底部は楕円形で断面形態は台形を

呈している。覆土は6層 に区分される。復元出来た縄文土器は1個体である。

SK147号土坑 (第 25・ 61図 図版 10。 39)

AK19'20グ リッドに位置する。開口部平面形態は隅丸方形で底部は隅丸方形で断面形態は長方形を呈している。

覆土は8層 に区分される。ピットは東側より1基、南側より1基、中央部南側より1基、計3基検出された。Plの上面

は59× 35clll、 39× 31 cm、 深さ46cmで ある。P2の上面は48× 38cm、 底面は37× 33clll、 深さ42 cmである。P3の上面

は33× 26cm、 底面は16× 14cm、 深さ12cmである。

SK453号土坑 (第 25・ 62図 図版 11・ 40)

AL20グリッドに位置する。開口部平面形態は楕円形で底部は楕円形で断面形態は張り出し袋状を呈している。覆

土は7層に区分される。ピットは北側より1基、東側より1基、計2基検出された。Plの上面は51× 45 cIIl、 底面は
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30× 28cm、 深さは54cmで ある。P2の上面は39× 35cm、 底面は26× 21 cm、 深さは45cIIlである。

SK154号土坑 (第 26・ 62図 図版 11・ 41)

AL・ AM20グ リッドに位置する。開口部平面形態は隅丸方形で底部は隅丸方形で断面形態は張り出し袋状を呈し

ている。覆土は8層 に区分される。

SK157号土坑 (第 26・ 63・ 64図 図版 11・ 41・ 42)

AD・ AE21。 22グ リッドに位置する。北側を水道管に削平されている。南側は調査区外である。開口部平面形態

は隅九方形で底部は楕円形で断面形態は張り出し袋状である。覆土は13層に区分される。他の上坑と違い、覆上の上

色は黄色系 (ローム)が主体である。ピットは東側より2基、西側よリユ基、計3基検出された。Plの上面は35× 32

clll、 深さは13 clllである。P2の上面は45× 43 cm、 底面は25× 16 cm、 深さは15 cmである。P3の上面は35× 27cm、 底

面は19× 19cm、 深さは13clllで ある。

SK4 61号土坑 (第 27・ 65図 図版 43)

AD21。 22グ リッドに位置する。東側をSK1571こ 削平されている。南側は調査区外である。開口部平面形態は形態

不明で底部は形態不明で断面形態は台形を呈している。覆土は7層に区分される。

SK472号土坑 (第 27・ 65図 図版 43)

A120グ リッドに位置する。北側は調査区外である。開口部平面形態は長方形で底部は長方形で断面形態は張り出

し袋状を呈している。覆土は15層 に区分される。ピットは北側に 1基、南側に 1基、計2基検出された。Plの上面

は63× 42 cm、 底面は34× 23 clll、 深さは18 cmである。P2の上面は44× 41 cm、 底面は37× 27 cm、 深さは40 cmで あ

る。

SK174号土坑 (第 28・ 66図  図版 44)

AB22グ リッドに位置する。南側は調査区外である。開口部平面形態は楕円形で底部は楕円形で断面形態は長方形

を呈している。覆土は2層 に区分される。

SK179号上坑 (第 28・ 66図  図版 44)

AV o AW13グ リッドに位置する。南側を撹乱に削平され、東側を水道管で削平されている。開田部平面形態は円

形で底部は円形で断面形態は台形を呈している。覆土は9層に区分される。復元出来た縄文土器は 1個体である。南

側の壁面より出土した。3層中からである。

SK193号土坑 (第 23・ 66図 図版 44)

BF19・ 20グ リッドに位置する。北側を水道管に削平されている。開田部平面形態は隅丸方形で底部は隅丸方形で

断面形態は長方形を呈している。覆土は6層 に区分される。

SX003号土坑 (第 29・ 67図 図版 11・ 45)

AB・ AC21・ 22グ リッドに位置する。西側は撹乱で削平され、中央部を東西に水道管で削平されている。北側は

調査区外である。開口部平面形態は形態不明で底部は形態不明で断面形態は形態不明を呈している。覆土は9層に区

分される。ピットは南側から1基、中央部から2基、北側から1基、計4基検出された。Plの上面は101× 78 cm、 底

面は64× 61 cm、 深さは50 cmで ある。P2の上面は38× 28 cm、 底面は20× 14 cm、 深さは18 cmである。P3の上面は

24× 21 cm、 底面は13× 1l clll、 深さは25clllである。P4の上面は26× 22clll、 底面は20× 9cm、 深さは24clllである。
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60000m止 A'い
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SK001号土坑平面・遺物出土状態 。上層断面図・エレベ…ション図 (1/40)

/ A'

土器 1

59600m⊥

SK002号土坑平面 。遺物出土状態 。上層断面図・エレベーション図 (1/40)

お
|

あ
|

B-24

SK001

1 10YRS/2灰黄褐色上 しまりあり、粘性なしl mm以 下の自色バミ
スを少量、黄橙色土粒を少量含む。

2 10YR3/1黒 褐色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色パミス
を少量含む。

3 10YR5/3に ぶい黄色土 しまりあり、粘性なしl mmの 黄橙色土を
ごく少量、l mm以下の白色パミスを少量含む。

4 10YR7/3に ぶい黄橙色土 しまりあり、粘性なし mヽmの黄橙色パ
ミスが多量含むl mm以下の黄橙色土粒を多量含む。

C-24

SK002

125Y3/1黒掲色上 しまりあり、粕性なしl mm以下の自色パ
ミスをごく少量、l mm以下の橙色パミスを少量含む。

225Y3/1黒掲色土とloYR3/8黄橙色土との現土 しまりあり、
粘性なし mヽm以下の自色バミスを少量、l mmの黄橙色パミス

をごく少量合む。

325Y3/1黒褐色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の白色パ
ミスを少量含む。

4 10YR3/8黄橙色土と10YR5/1褐灰色土との斑土 しまりあ
り、粘性なしl mm以下の自色パミスを少量含む。

5 10YR7/3に ぶい黄橙色土、しまりあり、粘性なしl mm以下の

黄橙色パミスが多量含む。
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第 8図

59600m止

SK004号土坑平面・遺物出土状態・土層断面図 。エレベーション図 (1/40)

|

止  |

59600m上

ヽ

SK009号土坑平画・遺物出土状態・土層断面図・エレベーション図 (1/40)

F-24

SK004

125Y3/1黒褐色上 しまりあり、粘性なしl mm以 下の自色パミスを少
量含む。

225Y4/1責灰色上 しまりあり、粘性なしl mm以 下の自色バミスを少
量含む。

3 2 5YR5′ 6黄褐色土とloYR3,3暗褐色土との斑土 しまりあり、粘性
なしl mm以下の自色パミスを少量、l mm以下の橙色バミスを少量合む。

425Y6/6明掲色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色パミスを少量、
l mm以下の橙色パミスを少量、1～ 2mmの橙色スコリアをごく少量含む。

5 10YR3/1黒褐色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の白色パミスを少量
含む。

625Y5/1黄灰色土 しまりあり、粘性なしl mm以 下の自色パミスを少
量含む。

J-24

SK009

1 10YR4/1掲灰色土 しまりあり、粘性なし mヽm以下の自色パミスを中
量、黄橙色土粒を中量に合む。

2 2 5YS/1黄灰色土と2 SY2/1黒 色土との斑上 しまりあり、粕性なしヽ
mmの炭化物粒をごく少量、l mm以下の黄橙色土粒を多量、自色バミス

を少量含む。

35Y5/4オ リ‐ブ色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の黄橙色土粒を多
量、白色バミスを中量含む。

4 SY6′ 4オ リ‐ブ色土 しまりあり、粕性なしl mm以下の資橙色土粒を多
量、自色パミスを中量含む。

525Y6/4に ぶい黄色土 しまりあり、粘性なし礫が多く混入、l mm以下
の自色バミスを少量、黄橙色土粒を少量に含む。

525Y2/1黒色土 しまりあり糖性なし。1 以下の黄橙色土パミスを微
量含む。

625Y2/1黒色土と10YR3/8黄橙色土との斑土 しまりあり粕性なし。

引

５
８

８

あ
|

ral

SK004

出   耳Ψ

ф
l

SK009 
。

~帝

香ひ

-18-

(S=1/40)



調査区外

SK010

Pl

第 9図

598011m止

SK010号土坑平面 。上層断面図・エレベーション図 (1/40)

SK

調査区外

A

59600m4

ー

黄橙色プロック

SK011号土坑平画・土層断面図・エレベーション図 (1/40)

J-23

SK010

125Y3/1黒褐色土 しまりあり、粘性なし1
mm以下の自色パミスを少量含む。

2 10YR5/3にがい黄色土 しまりあり、粘性な
しl mm以下の黄橙色土粒をごく少量、l mm以

下の自色パミスを少量含む。

3 2 SY3/1黒 褐色土 しまりあり、粘性なし1
mm以下の黄橙色パミスを少量含む。

4 10YR7/3にぶい責褐色上 しまりあり、粘
性なしl mm以下の黄橙色パミスを多量含む。

E-25

SK011

1 10YR3/1黒 褐色土 しまりあり、粘性なしl nm以下の自色パミスを少量、
黄橙色土粒を少量含む。

225Y7/8費色上 しまりあり、粘性なし10YR3/1黒褐色上が混入する。
3 10YR3/1黒 褐色土と25Y7/8黄色土との斑土 しまりあり、粘性なしl mm
以下の黄橙色土粒を少量含む。

引

５
曼

露

劇判‐
ｇ。。
。　。ぃ∬

一

／

〃

憔

十

―-19-―

(S=1/40)



第 10図
あ

|

SK018号土坑平面 。遺物出土状態 。土層断面図・エレベーション図 (1/40)

59600m上

ヽ

SK019号土坑平面・遺物出土状態・土層断面図・エレベーション図 (1/40)

50600m止

L-24

L-24

SK019

1 2SY3/1黒褐色上 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色バミスを少量、黄
橙色土社を中量含む。

2 10YR7/8黄 褐色上 しまりあり、粘性なし25Y3/1黒 掲色土が混入、l mm
以下の七本桜パミスが混入する。

325Y371黒褐色土とloYR3/8黄橙色土との斑土 しまりあり、粘性なし,
mm以下の自色バミスを少量、七本桜バミスを少量含む。

4 10YR8/8黄 褐色土 しまりあり、粕性なし。
525Y2/1黒 色土 しまりあり、粘性なし25Y7/4浅 黄色上が混入する。
625Y2/1黒色土 しまりあり、粘性なし mヽmの浅黄色土ブロックを少量、1
mm以下の自色バミスを少量含む。

M-23

SK018

125Y3/1黒掲色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色パミスを中量合む。

IEll        tBI

O以 み

管道水

―
―
，
川
＝
‐――
川
¶
Ｎ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐

Ａ

一

劇
判

Ｅ
ｏ
Ｏ
Φ

ｏ
り

引

石
３

８

ド
一

SK028

125Y3/1黒褐色土 しまりあり、粘性なし mヽm以下の白色パミスを少量含む。
2 10YR3/1黒 褐色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色バミスを少量含む。
3 10YR4/1掲 灰色上 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色パミスを少量含む。
425Y2/1黒 色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の白色パミスを少量含む。

―
――
――
十
市

SK028号土坑平面・遺物出土状態・土層断面図 。エレベーション図 (1/40)生……す   (S=1/40)    2m
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第 11図
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P-23

SK30

1 10YR3/1黒褐色上 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色バミスを中
量、黄橙色土粒を中量に含む。

25Y5/2灰オリ‐ブ色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の黄橙色土粒
を多量に含む。

3 10YR5/1掲 灰色土 しまりあり、粘性なし mヽm以下の自色パミスを
中量、黄橙色土粒を中量に含む。

4 10YR2/1黒 色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の白色パミスをご
く少量、七本桜パミスをごく少量含む。

525Y3/1黒褐色土 しまりあり、粘性なし mヽmの炭化物 をごく少量
含む。

625Y3/1黒褐色土と5YR6/8橙色土(七本桜)との斑上 しまりあり、
粘性なしl mm以下の自色パミスを中量含む。

725Y878黄 色土と25Y3/1黒 褐色土との斑土 しまりあり、粕性な
し。

SK030号土坑平面 。遺物出土状態・土層断面図・エレベーション図 (1/40)

59600m上

調査区外

―

SK031号土坑平面 。遺物出土状態・土層断面図・エレベーション図 (1/40)

825Y3/1黒褐色土 しまりあり、粘性なし。

_   推 卍磐毬戸

色土 し制 冽 、粘性な明 m以下の自徴 く スを多

C-24

SK031

1 10YR3/1黒掲色土 しまりあり、粘性
なし mヽm以下の自色パミスを中量、黄橙

色土ltを中量に含む。遺物多し。

225Y3/1黒掲色土 しまりあり、粘性
なし白色バミスを少量含む。

3 2 5YS/4黄褐色土 しまりあり、粘性な
しl mm以下の自色パミスを中二、黄橙色

土粒を中量に含む。

425Y5/3黄 掲色上 しまりあり、粘性な
しl mm以下の責橙色土粒を少量合む。

55Y3/1オ リーブ黒色土 しまりあり、粘
性なしl mm以下の黄橙色土粒を少量、1

mm以下の白色パミスを少量含む。

626Y4/2暗 灰黄色上 しまりあり、粘性
なし白色パミスを少量、黄橙色土糧を

少量含む。

725Y4/1黄 灰色上 しまりあり、粘性な
しl mm以下の自色パミスを中量、黄橙色

土社を中量に含む。

325Y571黄 灰色土とloYR3/8黄橙色土
との斑上 しまりあり、粘性なし。
925Y3/2黒 褐色土 しまりあり、粘性な
し mヽmの黄橙色土粒を少量含む。
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第12図
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土器 2

A'

G-24

Q-23

SK045

125Y3/1黒褐色上 しまりあり、粘性なしl mm以 下の
黄橙色土を中量、l mm以下の自色パミスを中量、黄橙

色土粒を中量に合む。

225Y4/3オ リ‐ブ掲色土 しまりあり、粘性なし。
325Y371黒褐色土とloYR3/8黄 橙色土との斑上 しま
りあり、粘性なし。

4 10YR3/1黒 掲色土 しまりあり、粘性なし。

59600m止

SK037号土坑平面・遺物出土状態 。上層断面図・エレベーション図 (1/40)

59400m生
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十
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/

SK045号土坑平面・遺物出土状態・土層断面図 。エレベーション図 (1/40)

SK037

125Y471黒褐色上 しまりあり、粘性なしl mm以 下の自
色パミスを中量、黄橙色土粒を少量含む。

25Y4/ヽ 灰色上 しまりあり、粘性なしl mm以 下の白色パ
ミスを少畳含む。

325Y4/1黄灰色土 しまりあり、粘性なしl mm以 下の自
色パミスを少量含む。

45Y5/2灰 オリ‐ブ色土 しまりあり、粘性なし2～ 5 mmの
黄橙色土ブロックを中量、l mm以 下の白色パミスを少量

合む。

525Y5/1黄灰色土 しまりあり、粘性なしl mm以 下の自
色パミスを少量含む。

6 10YR3/8黄 橙色土 しまりあり、粕性なし。
726Y7/8浅黄色土 しまりあり、粘性なし10YR4/1掲 灰
色が混入する。

＜‐
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第 13図

A'

SK046号土坑平面・土層断面図・エレベーション図 (1/40)

Ell

詢JO飾せ栞桜プロック0♯乱

あ
|

調査区外

ー

SK053号土坑平面・土層断面図・エレベーション図 (1/40)

Q-23

SK046

1 10YR4/1褐 灰色土  しまりあり、粘性なしl mm以下のを
中量、黄橙色土粒を中量に含む。

2 10YR3/1黒褐色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の
資橙色土粒を多量、自色パミスを少量含む。

35Y5/2灰 オリ‐ブ色土 しまりあり、粕性なしl mm以下の
黄橙色土粒を多量、白色パミスを中量含む。

4 10YR3/8黄橙色土と25Y5/1黄 灰色土との斑土 しまり
あり、粘性なし。

55Y5/1灰色土 しまりあり、粕性なしl mm以下の自色パ
ミスを少量、黄橙色土粒を少量含む。

6 10YR8/8黄橙色土と5Y5/1灰自色との斑土  しまりあ
り、粘性なしl mm以下の黄橙色土粒を少量、七本桜パミ

スを少量含む。

7 10YR3/8黄 橙色土 しまりあり、粘性なし。

U…23

SK053

1 10YR3/1黒褐色土 しまりあり、粘性なしl mm以 下の白色パミスを
少量含む。

2 10YR4/1掲 灰色土 しまりあり、粘性なし mヽm以下の白色パミスを
少量含む。

3 10YR2/1黒 色土 しまりあり、粘性なし
45Y4/4暗灰オリ‐ブ色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の白色パミ
スを少量含む。

55Y5/2オ リ‐ブ黒色土 しまりあり、粘性なしl mmの黄橙色土粒を少
量、l mm以下の黄橙色土粒を中量含む。

625Y4/2暗灰黄色土とloYR3/8黄 橙色土との斑上 しまりあり、粘
性なしl mm以下の白色パミスを少量、七本桜パミスを中量含む。

75Y4/4暗 オリーブ色土と10YR8/8黄橙色土との斑土 しまりあり、粘
性なし。
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第 14図

59400m■

黄橙色ブロック

SK057号土坑平面・遺物出土状態・土層断面図・エレベーション図 (1/40)

59400m 止

SK056

Ａ
一

V-23

SK057

l SY2/1黒 色土 しまりあり、粘性なし mヽm以下の責橙色土粒を少量、自色パミ
スを少量、七本桜パミスを少量含む。

2 10YR4/1褐 灰色上 しまりあり、絡性なしl mm以下の黄橙色土粒を少量含む。
3 10YRS/1褐 灰色土とloYR3/8黄構色土との斑土 しまりあり、粕性なし。
4ρ 5Y4/1黄 灰色土 しまりあり、粘性なし。
5 10YR4/1褐 灰色上  しまりあり、粘性なし。
6 10YR6/1褐 灰色土と25Y4/1黄 灰色土との斑土 しまりあり、粘性なし。
7 10YR6/1褐 灰色土 しまりあり、粘性なし10mm以 下の黄橙色土を中量含む。

W-22

SK058

125Y3/1黒褐色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色パミスをごく少量含む。
2 10YR3/41こ ぶい黄褐色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色パミスをごく少量含む。
3 7 5YR7/8黄 橙色土と25Y2/1黒 色土との斑土 しまりあり、粘性なし。
4 10YR守 1掲灰色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の白色バミス中量、黄橙色パミスを中量含む。
5 SY6/4オ リ‐ブ黄色土とloYR3/8黄橙色土との斑土 しまりあり、粘性なし。
625Y3/1黒褐色土 しまりあり、粘性なし。
75Y5/3灰 オリ‐ブ色上 しまりあり、粘性なし。
825Y5/1黄灰色土と,OYR3/8黄橙色土との斑上 しまりあり、粘性なし。
925Y211黒色上 しまりあり、粘性なし。
10 10YR211黒 色土 しまりあり、粘性なし。
11 10YR3/8黄橙色土と25Y2/1黒色土との斑土 しまりあり、粘性なし mヽm以下の自色バミスを
少五合む。

125Y211黒 色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の黄橙色土粒を少量に含む。
1325Y3/1黒褐色上 しまりあり、粘性なし ～ヽ2mmの黄橙色土粒を少量に含む。
1412に似る しまりあり、粘性なし12層 とは異なり自色パミスなし。
1525Y7/4浅黄色土 しまりなし、粘性あり mヽmの鹿沼バミスを中量に含む。

表土

SK056

七本桜ブロック
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SK058号土坑平面 。遺物出上状態 。土層断面図
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第 15図
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59400m止
ヽ

SK062号土坑平面 。遺物出土状態・土層断面図 。エレベーション図 (1/40)

A

59400m止

本桜プロック

SK064号土坑平面 。遺物出土状態 。上層断面図・エレベーション図 (1/40)

2

引
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T-22

SK062

15Y5/3灰オリ‐ブ色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色パミ
スを中量、黄橙色土粒を中量含む。

225Y3/8黄色土と10YR3/1黒 褐色土との斑土 しまりあり、粘性
なしl mm以下の黄橙色土粒を多量含む。

3 10YR8/8黄 橙色土 しまりあり、粘性なし10YRS/1掲灰色上が混
入する。

425Y2/1黒色上 しまりあり、粕性なしl mm以 下の自色バミスを
少量、黄橙色土粒を少量含む。

55Y2/1黒色上 しまりあり、粕性なし mヽm以下の自色バミスを中
量、黄橙色土粒を中量合む。

6 10YR3/1黒 褐色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色バミス
を少量、黄橙色土粒を少量含む。

7 5YS/3灰 オリーブ色土と10YR3/1黒 褐色土との斑土 しまりあり、
粘性なしl mm以下の自色パミスを少量、黄橙色パミスを少量含む。

3 10YR211黒 色土 しまりあり、粘性なし。
9 2 5YS/3費褐色土 しまりあり、粘性なし ～ヽ2mmの 黄橙色土粒を
中二、l mm以下の自色パミスを少量含む。

W-22

SK064

1 10YR4/1褐 灰色土 しまりあり、粕性なし
l mm以 下の自色パミスを少量、黄橙色土粒
を少量含む。

225Y6脚 にぶい黄色土 しまりあり、粘性
なし1～ 1 5 mmの黄橙色土ブロックを中五
含む。

3 2 5YS/3黄褐色上 しまりあり、粘性なし。
4 10YR3/8黄 橙色土 しまりあり、粘性なし
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七本桜プロック
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第 16図
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W-22

SK065

125Y3/1黒掲色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色バミス少量、資
橙色土粒を少量含む。

225Y2/1黒褐色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色パミスを少量、
黄橙色土粒を少量含む。

3 2 SY3/1黒褐色土 しまりあり、粕性なし 層ヽより明るい、l mm以下の黄
橙色土粒を多量含む。

45Y4/1灰 色土 しまりあり、粘性なし,mm以下の黄橙色土粒を多量含む。
525Y4/1黒褐色上 しまりあり、粘性なしl mm以 下の黄橙色土粒を多量
含む。

6 10YR3/8黄 橙色土 しまりあり、粘性なし25Y5/1黄 灰色土が混入する。
7 10YRS/1褐 灰色土 しまりあり、粘性なし25Y3/1黒 褐色上が混入する。
8 10YR3/8黄橙色土と25Y3/1黒褐色土との斑土 しまりあり、粘性なし
l mm以下の自色バミスをごく少量含む。

Y-22

SK069

125Y3/1黒褐色上 しまりあり、粘性なし mヽm以下の自色パミスを少量含む。
2 10YR211黒 色上 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色パミスを少量、七本桜パミスを少量含む。
3 10YR2/1黒色土と25Y5/1黄灰色土との斑土 しまりあり、粘性なし5 mmの 黄橙色ブロックを少量、1
mm以下の黄橙色土粒を中量含む。

475Y2/1黒色土 しまりあり、粘性なし。
5 7 SY7/8黄橙色土、しまりあり、粕性なし2 5YS/1黄灰色上が混入する。

6 10YR4/1褐 灰色と25Y5/4黄 褐色土との残土 しまりあり、粘性なしl mmの炭化物を少量、l mm以下の
七本桜バミスを少量含む。

7 10YR5/2灰 黄褐色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の黄橙色土枚を多量、七本桜パミスを少量含む。
325Y5/2暗灰黄色土 しまりあり、粘性なし OヽYR8/8黄橙色土が混入している。
9 10YR5/1褐灰色土と10YR8/8費橙色土との斑土 しまりあり、粘性なしl nn以下の自色バミスを少量含
む。

1025Y6/2灰黄色土と2 5YS/1黄灰色土との斑上 しまりあり、粕性なし。

SK065号土坑平画・遺物出土状態・土層断面図・エレベーション図 (1/40)

59400m生

引

Ｅ尋

譲

ド
一

SK069号土坑平面 。遺物出土状態・土層断面図・エレベーション図 (1/40) (S=1/40)
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第 17図

59600m ⊥

SK078号土坑平面・土層断面図・エレベーション図 (1/40)

59200m止

SK086号土坑平面・土眉断面図 。エレベーション図 (1/40)

G-24

SK078

1 10YR4/1掲灰色土  しまりあり、粘性なしl mm以下の自色パミ
スを少量、七本桜バミスを少量含む。

2 5YR6/8橙 色土 (七本桜)と 10YR4/1褐灰色土との斑上 しま
りあり、粘性なし。

Y-21

SK086

125Y3/1黒褐色土

225Y371黒 褐色土と 10YR3/8黄 褐色
土との凝土

3 10YR3/1黒 褐色土

425Y3/1黒褐色土

55Y2/1黒 色土

625Y4/1黄灰色土

7 2 SY2/1黒色土

825Y3/2黒褐色土

925Y3/1黒褐色土

1025Y211黒色土
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第18図

59800m止

SK089号土坑平面・土層断面図・エレベーション図 (1/40)

A

59600m上

プロック

撹乱

SK090号土坑平面・土層断面図・エレベーション図 (1/40)

K-24

SK089

1 10YR3/1黒 掲色上 しまりあり、粘性なし mヽm以下の白色パミスを
少二合む。

2 2 SY3/1黒褐色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色パミスを
少量含む。

3 10YR2/1黒 色土 しまりあり、粘性なし。

K-24

SK090

125Y3/1黒褐色土 しまりあり、粘性なしl mmの 炭化物粒を中量
含む、l mm以下の自色パミスを多量、黄橙色土粒を多量に含む。

225Y2/1黒色上 しまりあり、粘性なしl mm以 下の自色パミスを
少量、七本桜パミスを少量、炭化物を少量合む。

375Y2/1黒色上 しまりあり、粘性なしl mm以 下の自色パミスを
少量、黄橙色土粒を少量に含む。

4 10YR2/1黒 色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色パミスを
ごく少量含む。

5 10YR8/8黄橙色土と25Y3/1黒褐色土との残土 しまりあり、粘
性なし。

625Y2/1黒褐色土 しまりあり、粘性あり 10YR3/8黄橙色土が
混入する。

7N5/0灰色と25Y2/1黒 褐色土との斑上 しまりあり、粘性なし。

お
|

SK004

資橙色プロック
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第 19図

煮
Щ
割
罷

AB-21

SK093

125Y3/1黒 褐色土 しまりあり、粘性な
しl mm以下の自色パミスを少量含む。

225Y2/1黒 色土 しまりあり、粘性なし
l mm以下の自色バミスを少量合む。

3 10YR3/1黒褐色上 しまりあり、粘性な
しl mm以下の白色パミスを少量含む。

4 10YR3/1黒 褐色土と5YR6′8橙色土との
斑土 しまりあり、粘性なしl mm以 下の
自色バミスを少量含む。

S SYR6/8橙 色土 しまりあり、粘性なし。
引
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SK093号土坑平面・土層断面図・エレベーション図 (1/40)

シ
AB-21

SK097

125Y3/1黒褐色土 しまりあり、粘性なしl mm以下
の黄橙色土パミスを中量含む。

2 5YR6′ 8橙色土と25Y3/1黒掲色土との理土 しま
りあり、粘性なしl mm以下の白色パミスを少量含
む。

325Y2/1黒色土 しまりあり、粕性なしl mmの黄橙
色バミスを少量含む。
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SK097号土坑平画・土層断面図・エレベーション図 (1/40)
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第 20図

R-23

SK100

125Y2/1黒 色上 しまりあり、粕性なしl mm以下の白色パミスを少量、
黄橙色土粒を少量含む。

25Y5/3灰 オリ‐ブ色土 しまりあり、粘性なし mヽm以下の白色バミスを
中量、黄橙色土粒を中量含む。

325Y2/1黒色土とSY5/3灰 オリ‐ブ色土との斑土 しまりあり、粘性なし。
475Y5/2灰 オリ‐ブ色± 1～ 2mmの 黄橙色土粒を多量含む。

59400m止

SK100号土坑平面・遺物出土状態・上層断面図・エレベーション図 (1/40)

R-23

A'

50400m止

責橙色
プロッ

SK102

15Y4/1灰 色上 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色パミスを中量、黄橙色土粒を中量含む。
2 10YR4/1褐 灰色土 しまりあり、粕性なしl mm以下の責橙色土粒を多量、自色バミスを少量含む。
325Y2/1黒色上 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色バミスを少量、黄橙色土粒を少量含む。
425Y4/1黄灰色土 しまりあり、粘性なしl mmの黄橙色土粒を中量、l mm以下の白色パミスを中量、黄橙色土粒を中量含む。

525Y6/3に ぶい黄色土 しまりあり、粘性なしl mmの責橙色土粒を少量、l mm以下の費橙色土粒を中量含む。
625Y4/2暗灰黄色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の黄橙色土粒を中量、白色バミスを少量含む。
725Y3/1黒褐色土 しまりあり、粘性なしl mmの責橙色土粒を中量、l mm以下の黄橙色土粒を中量、自色バミスを少量含む。

SK102号土坑平面 。遺物出土状態・土層断面図・エレベーション図 (1/40)

齢lk
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第21図

A

59400m止

調査区外

SKlll号土坑平面 。遺物出上状態 。上層断面図 。エレベーション図 (1/40)

ヽ

AG-21

SK121

125Y5/2暗灰黄色土と25Y2/1黒色土との斑土 しまりあり、
粘性なしl mm以下の自色パミスを中量合む。

225Y271黒色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の白色パミス
を中量、七本桜パミスを中量含む。

325Y2/1黒色土と10YR8/8黄橙色土と25Y5/2暗灰黄色土との
斑土 しまりあり、粘性なしl mm以 下の自色パミスを中量、黄
橙色土粒を少量含む。

4 10YR3/1黒 褐色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色パミ
スを少量含む。

S25Y5/2暗灰黄色土 しまりあり、粘性なしl mm以 下の黄橙色
土粒を多量、自色バミスを少量含む。

6 10YR8/8黄 橙色土 しまりあり、粘性なし。

SK100

0-23

SKlll

l10YR4/1掲灰色土 しまりあり、粘性なし
l mm以下の自色パミスを少量、黄橙色土粒
を中量含む。

225Y4/2暗 灰黄色土 しまりあり、粘性な
しl mm以下の黄橙色土粒を中量、l mmの 黄

橙色土粒を中量含む。

325Y5/2暗灰黄色土 しまりあり、粘性な
しl mmの 黒色土社を少量、黄橙色土粒を中
量、l mm以下の黄橙色土粒を多量含む。

425Y6/3に ぶい黄色土 しまりあり、粕性
なし10YR3/8黄 橙色土が少量混入し、l mm
以下の黄橙色土粒を少量含む。

調査区外
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SK121号土坑平画・遺物出土状態・土層断面図・エレベーション図 (1/40)
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第 22図

A

59200m生

七本桜プロック

SK124号上坑平面 。土層断面図・

■  5

エレベーション図 (1/40)

A

59200m止

調査区外

SK125号土坑平面・土層断面図・エレベーション図 (1/40)

AH…20

SK124

125Y2/1黒色上 しまりあり、精性なしl mm以 下の七本桜パミス
少量、白色パミスを少量合む。

2 2 5YS/2暗灰黄色土 しまりあり、粘性なしl mmの 黄橙色土粒を
少量、l mm以下の自色バミスを少量、黄橙色土粒を少量合む。

325Y5/1暗 灰黄色土と25Y2/1黒色土との斑上 しまりあり、粘
性なし10mm以 下の黄橙色土ブロックを少量含む。

4 10YR8/8黄 橙色土と5YR6/8橙色土 (七本桜)と の斑上 しまり
あり、粘性なし。

55Y2/1黒色上 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色パミスを少
量含む。

62に似る、しまりあり、粘性なしl mm以 下の黄橙色土粒を多量に
合む。

AH-21

SK125

125Y2/1黒色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色パミスを
多量、黄橙色土税を多量に含む。

2 2 5YS/2暗灰黄色上 しまりあり、粘性なし10 mmの黄橙色土ブロ
ックを多量、七本桜ブロックを少量含む。

325Y2/1黒 色土と25Y5/2晴 灰黄色土との斑上 しまりあり、粘
性なしl mm以下の責橙色土ブロックを多量に含む。

4 10YR3/8黄橙色土と25Y2/1黒色土との斑土 しまりあり、粕性
なし。l mm以下の白色バミスを少量含む。

S25YS/2暗灰黄色上 しまりあり、粘性なしl mm以下の黄橙色土
粒を少量、七本桜バミスを少量含む。

625Y4/2皓灰黄色上 しまりあり、粘性なしl mm以下の黄橙色土
粒を中量含む。
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第 23図
a31

SK1 27

A'

59200m止

SK126号土坑 。遺物出土状態・土層断面図 。エレベーション図 (1/40)

お
|

K125

A'

SK127

59400m止

SK127号土坑・遺物出土状態 。土層断面図 。エレベーション図 (1/40)

A

59200m止

調査区外

SK135号土坑 。遺物出上状態・土層断面図・エレベーション図 (1/40)

AH-21

SK126

15Y2/1黒色上 しまりあり、粘性なしl mm以 下の黄橙色土粒を中
量含む。

225Y4/1黄灰色上 しまりあり、粘性なし mヽmの黄橙色土粒を少
量、l mm以下の黄橙色土粒を多量に含む。

3 5YR6/8橙 色土 (七本桜) しま
',あ
り、粘性なし25Y4/1黄 灰色

上が混入する。

4 2 5YS/1黄灰色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の黄橙色土粒
を中量含む。

5 10YR3/8責 橙色土 しまりあり、粕性なし。

AH-21

SK127

125Y211黒 色土 しまりあり、粘性なし。
25Y2/1黒色土 しまりあり、粘性なし。
325Y3/1黒掲色上 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色パミス
を少量、黄橙色土粒を少量含む。

425Y4/1黄灰色土 しまりあり、粘性なし20 mmの 責橙色土粒を
少量、l mm以下の費橙色土粒を中量合む。

AH-20

SK135

125Y2/1黒色土 しまりあり、粘性なしl mm以
下の自色パミスを少量含む。

225Y3/1黒 褐色土と2 SY5/2晴灰黄色土との斑
上 しまりあり、粘性なし mヽm以下の自色バミ
スを少量含む。

325Y5/2暗灰黄色土 しまりあり、粘性なしヽ
mm以下の自色バミスを少量含む。

425Y5/1黄灰色土  しまりあり、粘性なし。
525Y4/1黄灰色土 しまりあり、粘性なし5mm
の黄橙色ブロックを中量合む。

調査区外

(S=1/40)
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第24図
お

|

A

59200m止

SK143号土坑平面・土層断面図・エレベーション図 (1/40)

A

SK144号土坑平面・土層断面図 。エレベーション図 (1/40)

AI…20

SK143

125Y5/2暗灰黄色土と25Y2/1黒 色土との斑上 しまりあり、粘性な
しl mm以下の白色パミスを多量、黄橙色土粒を多量に合む。

225Y4/1黄灰色土 しまりあり、粘性なし50 mm七 本桜ブロックを中
量、l mm以下の自色パミスを多量、黄橙色土粒を多量に含む。

3 5YR6/8橙 色土 (七本桜)と 25Y2/1黒 色土との斑土 しまりあり、粘
性なしl mm以下の自色パミスを少量合む。

4 10YR8/8黄 橙色土と25Y4/1黄灰色土との斑土 しまりあり、粘性な
しl mm以下の七本桜パミスを少量含む。

5 5YR6/8橙 色土 (七本桜) しまりあり、粘性なし。
6 2 SY3/1黒褐色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の白色パミスを中
量、七本桜パミスを少量合む。

725Y5/2暗 灰黄色土と25Y3′1黒褐色土との残土 しまりあり、粘性
なしl mm以下の自色パミスを多量に含む。

8 10YR878黄 橙色土 しまりあり、粘性なし25Y2/1黒 色土が混入する。
l mm以下の七本桜パミスを少量含む。

925Y6/2灰黄色上 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色パミスをご
く少量含む。

10 10YR3/8黄 橙色土と25Y5/2贈 灰黄色土との斑土 しまりあり、粘
性なし mヽm以下の自色バミスを少量含む。

11 10YR3/8黄 橙色土 しまりあり、粘性なし。

AI-21

SK144

125Y4/1責灰色上 しまりあり、粘性なしl mm以下の白色パミスを少量含む。
2N2/0黒 色土 しまりあり、粘性なし。
3 10YR2/1黒 色上 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色パミスを少量含む。
425Y271黒 色土 しまりあり、粘性なし1 0mmの七本桜プロックを少量合む、l mm以下の
自色バミスを中量、七本桜パミスを少量合む。

5 2 SY3/1黒褐色土 しまりあり、粕性なしl mm以下の自色パミスを少量含む。
6 10YR3/1黒 掲色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の白色パミスをごく少量含む。
725Y3/1黒 褐色上 しまりあり、粘性なし5層 より暗い、5mmの 七本桜ブロックを少量含
むl mm以下の七本桜パミスを少量、白色パミスをごく少量含む。

825Y371黒 褐色土と10YR3/8黄 橙色土と5YR6/8橙 色土 (七本桜)との斑上しまりあり、
粘性なしl mm以下の自色バミスを中量含む。
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第 25図

59400m止

責橙色ブロック

SK147号土坑平面・遺物出上状態 。上層断面図

引

Ｓ
宰

３

AK-20

SK147

125Y4/3オ リ‐ブ掲色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色
パミスを中量、黄橙色土粒を中量含む。

225Y2,1黒 色土 しまりあり、粘性なし mヽm以下の自色パミス
を少量、黄橙色土粒を少量含む。

325Y2/1黒 色土 しまりあり、粘性なし10YR3/8黄橙色土が
混入する。l mmの 黄橙色土粒を中量、l mm以下の自色パミスを

中量、黄橙色土粒を中量含む。

4 2 SY2/1黒 色土とSYR6′ 8橙色土 (七本桜)と の斑上 しまり
あり、祐性なしl mm以下の自色バミスを少量含む。

5 5YR6′8橙色土 (七本桜)し まりあり、粘性なしl mm以下の自
色パミスを中量含む。

625Y4/1黄灰色上 しまりあり、粘性なし mヽm以下の自色パミ
スを少量含む。

7 10YR3/8黄 橙色土と2 SY2/1黒色土との斑土 しまりあり、粘
性あり。

825Y4/2暗灰黄色上 しまりあり、精性なしl mm以 下の白色パ
ミスを少量、黄橙色土枚を中量含む。

ヽ

・エレベーション図 (1/40)

A

59400m止

水道管

V

AL-20

―

SK153

125Y3/1黒掲色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色バミスを少量、黄橙色土粒を少量含む。
225Y4/1責 灰色土と5YR6/8橙 色土 (七本桜)と の現上 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色パミ
スを少量含む。

325Y5/4黄掲色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の黄橙色土粒を多量含む。
425Y5/1黄灰色上 しまりあり、粘性なしl mm以下の費橙色土枚を多量含む。
55Y4/1灰 色上 しまりあり、粘性なし mヽm以下の黄橙色土粒を多量、七本桜パミスを多量に含む。
6 2 SY4/1黄灰色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の黄橙色土粒を多量、七本桜パミスを少量に合
む。

725Y5/2暗灰黄色上 しまりあり、粘性なしl mm以下の黄橙色土粒を多量、七本桜  を少量に含む。
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SK153号土坑平面 。遺物出土状態 。土層断面図・エレベーション図 (1/40)
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第 26図

A

59400m止

SK154号土坑平面 。上層断面図・エレベーション図 (1/40)

キ
 A'
|~

|

59400m生

SK157号土坑平面・土層断面図・エレベーション図 (1/40)

AL-20

SK164

15Y2/1黒色土 しまりあり、粘性なしl mm以 下の白色パミスを中量、黄
橙色土ltを中量含む。

225Y2/1黒色土 しまりあり、粘性なしl mm以 下の自色パミスを少量含
む。

3 10YR2/1黒 色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色パミスを少量合
む。

425Y2/1黒 色土と5YR6/8橙色土 (七本桜)と の斑土 しまりあり、粘性
なしl mm以下の自色パミスを少量含む。

55Y2/1黒 色上 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色パミスを少量含む。
625Y21ヽ 黒色土 しまりあり、粘性なし2層に似る。l mm以下の責橙色土
粒を多量、七本桜パミスを少量に含む。

725Y3/1黒褐色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の黄橙色土粒を中量
含む。

8 10YR3/8黄 橙色土 しまりあり、粘性なし

AD-21

SK157

125Y2/1黒色土 しまりあり、粘性なし1
mm以下の白色バミスを少量、黄橙色土粒を
少量含む。

225Y2/1黒色土とloYR3/8黄 橙色土との斑
上 しまりあり、粘性なしl mm以 下の自色
パミスを少量含む。

325Y4/1黄 灰色上 しまりあり、粘性なし
20 mm以下の七本桜ブロックを中量、l mm以

下の黄橙色土粒を中量含む。

45Y5/2灰オリーブ色土 しまりあり、粘性な
し20 mmの 七本桜ブロックを少量、1 0 mmの

黄橙色土ブロックを多量、l mm以下の責橙
色土粒を多量合む。

525Y5/1責灰色土 しまりあり、粘性なし
l mm以下の白色パミスを中量、黄橙色土社
を中量含む。

625Y6/3に ぷい黄色土 しまりあり、粘性
なし30 mmの 黄橙色土プロックを多量、10
mmの 七本桜ブロックを中量、5 mmの黒色土
ブロックを少量含む。

725Y6/3に ぶい黄色土と10YR8/8黄 橙色土
との斑土 しまりあり、粘性なし30mmの 七
本桜ブロックを少量、l mm以下の七本桜パ

ミスを少量含む。

825Y6/4に ぶい黄色土 しまりあり、粘性
なしl mm以 下の七本桜パミスを少量、黒色
土粒を少量含む。

9N2/0黒色土と25Y6/4にがい黄色土との
斑上  しまりあり、粕性なし30 mmの 黄橙
色土ブロックを多量、10 mmの七本桜パミス

を少量含む。

10 10YR7/8黄橙色土 しまりあり、粘性な
しl mm以下の七本桜バミスを中量含む。

1125Y4/1黄灰色土 しまりあり、粘性なし
N2/0黒色上が混入し、l mm以下の七本桜パ
ミスが混入する。

1225Y6/3にパぃ黄色上 しまりあり、粘性
なしl mm以下の責橙色土粒を少量含む。

13N2/0黒 色土 しまりあり、粘性なしlomm
の黄橙色土粒を少量含む。
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第 27図

調査区外 ぶ

59400m止

SK161号土坑平面 。土層断面図・エレベーション図 (1/40)

A

調査区外

59400m上 A'

調査区外

黄橙色ブロック

上層断面図・エレベーション図 (1/40)

ヽ

AD-21

SK161

125Y3/1黒褐色上 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色パミス
を少量、黄橙色土粒を少量含む。

225Y6/8明黄掲色上 しまりあり、粘性なし。
325Y271黒色上 しまりあり、粘性なしl mm以 下の自色パミスを
少量、黄橙色土粒を中量含む。

4 10YR6/8明 黄褐色上 しまりあり、粘性なしl mm以下の七本桜パ
ミスを少量合む。

525Y31i黒掲色土と5YR6/8橙色土 (七本桜)と の斑土 しまりあ
り、粘性なし。

625Y3/1黒掲色土と2 5YS/2暗 灰黄色土との残土 しまりあり、
粘性なしl mm以下の責橙色土粒を少量含む。

7 10YR3/8黄橙色上 しまりあり、粘性なしブロック状に混入して
ぃる。

AI…20

SK172

125Y5/2暗灰黄色土

225Y6'3に ぶい黄色土 と25Y4/1黄灰色土
との斑土

325Y3/1黒褐色土

425Y6/4に パい黄色土

5 10YR3/8黄 橙色土

625Y4/1黄灰色土 と5YR6/8橙色土 との斑土

725Y211黒色土

8 2 5YS/2暗灰黄色土

925Y6/4に ぶい黄色土

10 10YR8/8黄 橙色土

1125Y3/1黒掲色土 と25Y6/3に ぶい黄色土
との斑土

125Y6/3オ リ‐ブ黄色土

1325Y6/3に ぶい黄橙色土

4ヽ25Y773浅 黄色土

lS 10YR3/8黄 橙色土とloYR5/1掲灰色土と
の現土
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第 28図

59400m⊥

撹乱

SK174号土坑平面 。上層断面図・エレベーション図 (1/40)

59200m止

SK179号土坑平面・土層断面図・エレベーション図 (1/40)

A

59600m止

ヽ

(1/40)

SK174

125Y2/1黒色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の七本桜パミスを
少量、自色パミスを少量含む。

225Y3/1黒掲色土 しまりあり、粘性なしl mmの 七本桜パミスを少
量、l mm以下の七本桜を中量含む。

AB-22

AV-13

SK179

125Y3/1黒掲色土 しまりあり、粕性なしl mm以下の白色バミス
を少量、黄橙色土粒を中量含む。

225Y5/3黄掲色土 しまりあり、粘性なし mヽm以下の黄橙色土粒
を少量含む。

925Y3/1黒掲色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の黄橙色土粒
を少畳含む。

4 10YR4/2灰 黄掲色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の黄橙色土
粒を中量含む。

5 10YR6/3に ぶい黄橙色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の黄橙
色土粒を中量含む。

6 10YR8/8黄 橙色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の七本桜パミ
スを中量含む。

725Y4/1黄灰色土  しまりあり、粘性なし2 mmの炭化物粒を少量
含むl mm以下の黄橙色土粒を中量合む。

825Y4/2暗灰責色土 しまりあり、粘性なしS mmの黄橙色土ブロ
ックを少量含むl mmの黄橙色土粒を中量含む。

9 10YR3/8黄横色土とloYR6/4に パい費色土との斑上 しまりあ
り、粕性なしl mm以下の七本桜パミスを少量含む。

BF-20

SK193

1 10YR3/1黒褐色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色パミス
を中量、黄橙色土粒を中量含む。

225Y371黒褐色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色パミス
を中量、黄橙色土粒を中量含む。

3 10YR3/8黄橙色土と25Y5/2暗灰黄色土との斑土 しまりあり、
粘性なし。

425Y3/1黒褐色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の自色バミス
を小量、黄橙色土枚を少量含む。

525Y5/2暗 灰黄色土 しまりあり、粘性なし25Y3/1黒 褐色土が
混入する。

6 10YR3/8黄橙色土と2.5Y5/2暗灰黄色土との斑土 しまりあり、
粘性なし。
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第 29図
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SX003号遺構平面・土層断面図・エレベーション図 (1/40)

AC-21

調査区外

SX003
B'     1 2 5YS/2暗

灰黄色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の黄橙色土粒を少量含む。
225Y4/1黄灰色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の七本桜パミスを少量含む。
325Y4/2暗灰黄色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の七本桜バミスを少量含む。

調査区外  425Y3/1黒褐色土 しまりあり、粘性なしl mm以下の七本桜バミスを少量合む。
5 10YR411黒 褐色上 しまりあり、粘性なしl mm以下の七本桜バミスを中量含む。
625Y5/3黄掲色土 しまりあ

')、
粘性なしl mm以下の黄橙色土粒を中量含む。

7 10YR3/8黄 橙色土と25Y4/1黄 灰色土との斑土 しまりあり、粘性なし。
825Y3/1黒褐色土と10YR878黄 橙色土との斑土 しまりあり、粕性なし mヽm以
下の七本桜パミスを少量含む。

9 10YR3/8黄 橙色土と25Y5/2暗灰黄色土との擬上 しまりあり、粘性なし mヽ�
以下の焼土粒を中量含む

調査区外

A'

C'

(C)P2   X°

°3

一
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第2表 遺構観察表及び出土遺物表 (1)
遺構番号 挿図/図版 謁日部平面形甦 底部形態 断面形態 開口部 底部 深 さ 時期 石器総夢 土器総勢

第7・ 30図
図版4・ 12

円形 円形
張り出し
袋状

143
加曽利El
(大木8b)

SK002 第7・ 31図
図版4・ 13

楕円形 精円形
張り出し
袋状

加曽利El

精円形 精円形 半楕円形 18.5 0

SK004 第
8。 32,33図
図版4・ 14

円形 円形
張り出し
袋状

加曽利El

SK005 隅丸方形 隅丸方形 台形 加曽利El 3

円形 精円形 半精円形 26.2 加曽利El

SK007 円形 楕円形 台形 加曽利El

SK008 精円形 楕円形
張り出し
袋状

加曽利El

SK009 第8・ 33図
図版4・ 15

精円形 楕円形
張り出し
袋状

加曽利El

SK010 第9・ 34図
図版4・ 15

円形 円形
張り出し
袋状

149.C 加曽利Eユ

第9。 34図
図版15

隅丸方形 隅丸方形 台形 加曽利El 1

SK012 円形 円形 台形 229 214.[ 加曽利El 7

SK013 長方形 長方形 台形 228.3 208.4 加曽利El 150

SK014 長方形 長方形 形態不明 加曽利E2

SK015 円形 円形 台形 力Π曽不lE2

SK016 楕円形 精円形 台形 123.5 加曽利E2 l

SK017 楕円形 精円形 長方形 52.乏 中期 1

SK018 第10・ 34図
図版5。 16

楕円形 楕円形 長方形 1 加曽利E3

SK019 第10。 35図
図版5。 16

精円形 楕円形
張り出し
袋状

加曽利El
(大木8a)

SK020 楕円形 楕円形 長方形 カコ曽利E2

SK021 糖円形 隅丸方形 台形 称名寺

SK022 隅丸方形 隅丸方形
張り出し
袋状

加曽利E3

S(023 隅丸方形 隅丸方形
張り出し
袋状

力口曽利El

SK024 形態不明 形態不明 形態不明 (187.5) (167.5) 加曽利E2 0

隅丸方形 隅丸方形 台形 11 中期 4

SK026 楕円形 楕円形 形態不明 202

SK027 円形 隅丸方形 台形 0

SK028 第10・ 36図
図版5・ 17

楕円形 精円形 長方形 綱取 1 8 203

楕円形 楕円形
張り出し
袋状

加曽利El 275

第11・ 37・ 38図
図版5。 18

隅丸方形 円形
張り出し
袋状

加曽利El 229

SK031 第■・38図
図版5。 19

楕円形 楕円形 長方形 292 加曽利E3

SK032 形態不明 形態不明 形態不明 加曽利E2 6
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第2表 遺構観察表及び出土遺物表 (2)
挿図/図版 刃日都平面形撻 底部形態 断面形態 開口部 底部 深 さ 時期 石器総勢 上器総勢

SK033 楕円形 楕円形 台形 加曽利El 7

SK034 形態不明 形態不明 長方形 (54.5) 21.2 後期 11

SK035 精円形 楕円形 台形 中期 1

形態不明 形態不明 長方形 0

第12・ 39図
図版6。 19

楕円形 楕円形
張り出し
袋状

加曽利El

精円形 精円形 長方形 加曽利El

SK039 楕円形 楕円形
張り出し
袋状

加曽利El

SK040 円形 円形 半楕円形 後期 1

隅丸方形 隅丸方形 長方形 後期

SK042 楕円形 楕円形 台形 加曽利E4 3

SK043 隅丸方形 隅丸方形 長方形 0

SK044 隅丸方形 隅丸方形 長方形 (95) 0

第12・ 40図
図版6・ 20

隅丸方形 隅丸方形 長方形 222 加曽利El～E4

SK046
第13・ 41図
図版6。 21

円形 円形 台形 加曽利El

SK047 隅丸長方形 隅丸方形 台形 0

SK048 形態不明 形態不明 長方形 0

隅丸長方形 隅丸長方形 半楕円形

S(050 楕円形 隅丸方形 台形 称名寺 5

SK051 円形 円形 台形 64.G 加曽利El

SK052 形態不明 形態不明 半精円形 66.5 23.[

SK053 第13・ 42図
図版6・ 21

隅丸方形 隅丸方形
張り出し
袋状

232 加曽利El

SK054 隅丸方形 隅丸方形 長方形 称名寺

SK055 形態不明 形態不明 長方形

SK056 楕円形 楕円形 長方形 加曽利E4

SK057 第14・ 43図
図版22

長方形 長方形
張り出し
袋状

加曽利El

SK058 第14・ 44図
図版7・ 23

楕円形 楕円形
張り出し
袋状

226 加曽禾lEユ

SK059 楕円形 楕円形 台形 称名寺

SK060 隅丸長方形 楕円形 長方形 0

円形 円形
張り出し
袋状

7 加曽利El 1

SK062 第15・ 45図
図版7・ 24

楕円形 楕円形
張り出し
袋状

加曽利E2

SK063 隅丸方形 隅丸方形 台形 0

SK064
第15・ 46図
図版7・ 25

楕円形 楕円形 長方形 157.5
加曽利E2
(大木9a)

第16・ 47図
図版7・ 25

楕円形 楕円形 台形 219,5 174.5 加曽利El

SK066 形態不明 形態不明 長方形 74.5 0
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第2表 遺構観察表及び出土遺物表 (3)
遺構番号 挿図/図版 開口部平面形態 底部形態 断面形態 開田部 底部 深 さ 時期 石器総数 土器総勢

SK067 楕円形 楕円形 長方形 53.々 加曽利El

SK068 円形 円形
張り出し
袋状

(205) 称名寺

SK069
姻
２６

細
醜

隅丸方形 隅丸方形
張り出し
袋状

198.5 加曽禾lEl 174

SK070 精円形 楕円形 長方形 カロ曽利E2

SK071 楕円形 精円形 台形 加曽利E3

SK072 隅丸方形 隅丸方形 長方形
加曽利E2
連弧文

1

SK073 隅丸方形 三角形 長方形 称名寺

SK074 隅丸方形 隅丸方形
張り出し
袋状

中期 ?

SK075 形態不明 形態不明 長方形

SK076 形態不明 形態不明 形態不明

SK077 三角形 三角形 台形 加曽利E3 1

SK078
第17・ 49図
図版8。 27

楕円形 楕円形 台形 (195) (187) 加曽利E2

楕円形 楕円形 長方形 加曽利El

SK080 隅丸長方形 隅丸長方形 長方形 57.5 加曽利E2

SK081 楕円形 精円形 半楕円形 加曽利El

SK082 楕円形 楕円形 長方形 加曽利E3 7

SK083 隅丸長方形 隅丸長方形 長方形 力1曽利E2

SK084 楕円形 楕円形 長方形 加曽利E3 7

SK085 円形 円形 台形 加曽利E3

SK086
第17・ 50図
図版8。 28

精円形 楕円形
張り出し
袋状

234.5
加曽利El
(大木8b)

隅丸方形 隅丸方形 台形 0

SK088 円形 円形 台形 加曽利E2 0 5

SK089
第18・ 50図
図版8・ 28

形態不明 形態不明 形態不明 (222) (207)
大木7b
(五領ヶ台)

4

第18・ 51図
図版8・ 29

精円形 楕円形 長方形 腑緻
形態不明 形態不明 形態不明 (24.1) 0

楕円形 楕円形
張り出し
袋状

中期 ? 0

SK093
第19・ 52図
図版8,30 台形 隅丸方形 台形 加曽利El

SK094 楕円形 精円形
張り出し
袋状

称名寺 5

SK095 形態不明 形態不明 形態不明 加曽利El l

SK096 精円形 楕円形 台形 0

第19・ 53図
図版31

精円形 楕円形 台形 堀之内1

SK098 隅丸長方形 隅丸長方形 長方形 0
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第2表 遺構観察表及び出土遺物表 (4)
遺構番号 挿図/図版

モ
開田部平面形魅 底部形態 断面形態 開田部 底部 深 さ 時期 土器総勢

SK099 隅丸長方形 隅丸長方形 長方形 称名寺 6

SK100 第20・ 53図
図版9・ 31

隅丸方形 円形 台形 125.5 加曽利E2

SK101 隅丸方形 隅丸方形 半楕円形 135.5 加曽不lEl 6

SK102 第20。 54図
図版9。 32

隅丸長方形 円形
張り出し
袋状

(99) 称名寺 6

SK103 精円形 楕円形 半楕円形 (123) 0

SK104 精円形 楕円形 長方形 58.5 加曽利E3 6

SK105 長方形 長方形 台形 加曽利E2

SK106 精円形 精円形 長方形 加曽利E4 0

SK107 円形 円形 長方形 加曽利E4 1

SK108 楕円形 精円形 半楕円形 0 0

SK109 円形 隅丸方形 長方形 0 0

SKl10 隅丸方形 円形 半楕円形 1

SKlll
第21・ 55図
図版9。 33

形態不明 形態不明 形態不明 224 加曽利El

SKl12 楕円形 楕円形 長方形 中期 1

SKl13 楕円形 楕円形
張り出し
袋状

加曽利E2 2

SKl14 精円形 楕円形 台形 (106.5) (96.5) カロ曽利E3

SKl15 楕円形 楕円形 台形 28.5 加曽利El 0

SKl16 円形 円形 台形 ■6.5 0 0

SKl17 楕円形 楕円形 台形 加曽利E4 3

SKl18 楕円形 楕円形 台形 加曽利El 0 1

SKl19 円形 円形 台形 後期 0

SK120 形態不明 形態不明 形態不明 加曽利El

SK121
第21・ 55・ 56図
図版9・ 33・ 34

円形 円形
張り出し
袋状

加曽利El

SK122 精円形 精円形 台形 77.9 1 加曽利El

SK123 隅丸方形 精円形 台形 称名寺 5

SK124 第22・ 57図
図版35

円形 隅丸方形
張り出し
袋状

加曽利El

SK125 第22・ 57図
図版9。 35

楕円形 楕円形 台形 加曽利Eユ

SK126 第23・ 58図
図版10・ 36

隅丸方形 隅丸方形 長方形 加曽利El 109

SK127
第23・ 58図
図版10・ 36

隅丸方形 隅丸方形
張り出し
袋状

(91.5) 加曽利El

SK128 楕円形 精円形 半楕円形 63.8 1

SK129 隅丸方形 精円形 台形 1 73.5 称名寺 9

SK130 精円形 円形 台形 7

SK131 精円形 円形 長方形 76.[ 中期 2

SK132 精円形 円形 台形 加曽利E2

SK133 精円形 楕円形 台形 1 2
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第2表 遺構観察表及び出土遺物表 (5)
遺構番号 挿図/図版 開口部平面形愁 底部形態 断面形態 開口部 底部 深 さ 時期 石器総郭 土器総郵

SK134 楕円形 楕円形
張り出し
袋状

223.2 加曽利El

SK135
図

３７

５９

・

．

１０

２３
版
第
図 楕円形 楕円形 形態不明 力Π曽利El

SK136 楕円形 楕円形 長方形 0 0

SK137 楕円形 隅丸方形 台形 0

SK138 形態不明 形態不明 長方形 (18.5) 0

SK139 精円形 精円形 半楕円形 加曽利Eユ 1

SK140 形態不明 形態不明 長方形 0 0

SK141 隅丸長方形 楕円形 長方形 47.8 1 l

SK142 形態不明 形態不明 形態不明 0 0

SK143
第24・ 59・ 60図
図版10・ 37・ 38

隅丸方形 楕円形
張り出し
袋状

加曽不UEユ

SK144
第24・ 60図
図版38

精円形 糖円形 台形 128.[ 加曽利El 2

SK145 楕円形 楕円形
張り出し
袋状

中期 ? l 0

SK146 隅丸方形 隅丸方形 長方形 133.5 加曽利El 2

SK147
第25・ 61図
図版10・ 39

隅丸方形 隅丸方形 長方形 加曽利El 7

SK148 形態不明 形態不明 半楕円形 力Π曽利E3 1

SK149 楕円形 楕円形 台形 72.5 0 0

SK150 楕円形 楕円形 長方形 0 0

SK151 楕円形 楕円形 台形 0 0

SK152 円形 円形 半精円形 0 0

SK153
第25,62図
図版11・ 40

楕円形 楕円形
張り出し
袋状

力H曽利El
(大木8b)

SK154
第26・ 63図
図版11・ 41

隅丸方形 隅丸方形
張り出し
袋状

加曽利E2
(連弧文 )

SK155 隅丸方形 隅九方形
張り出し
袋状

加曽利El 3

SK156 楕円形 円形 半楕円形 208.2 0

SK157
第26・ 63・ 64図
図版■・41・ 42

隅九方形 楕円形
張り出し
袋状

カロ曽利E4

SK158 円形 円形 半楕円形 0

SK159 楕円形 楕円形 半楕円形 0

SK160 楕円形 楕円形 形態不明 72。 こ 加曽利El

SK161
第27・ 65図
図版43

形態不明 形態不明 台形 (56.5) 55。 〔 加曽利E4 7 9

SK162 精円形 長方形 半楕円形 加曽利E3 5

SK163 楕円形 隅丸方形 台形 67.〔 0

SK164 形態不明 円形 台形 1 0

SK165 楕円形 楕円形 台形 63.3 0

SK166 形態不明 形態不明 形態不明 106.〔 0
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第2表 遺構観察表及び出土遺物表 (6)
遺構番号 挿図/図版 開日部平面形撻 底部形態 断面形態 開田部 底部 深 さ 時期 石器総翔 土器総夢

SK167 楕円形 隅丸方形 台形 0

SK168 円形 楕円形 台形 5

SK169 楕円形 楕円形 台形 0

SK170 楕円形 精円形 半精円形 カロ曽利E3

SK171 楕円形 楕円形 半楕円形 0

SK172 第27・ 65図
図版43

長方形 長方形 長方形 加曽利Elん E3

SK173 楕円形 円形 台形 1

SK174 第28・ 66図
図版44

楕円形 楕円形 長方形 綱取

SK175 楕円形 楕円形 半楕円形 加曽利E3

SK176 図版H 楕円形 楕円形 台形 称名寺

SK177 形態不明 形態不明 長方形 99.5

SK178 楕円形 円形 長方形 104 4

SK179 第28・ 66図
図版44

円形 円形 台形 堀之内1

SK180 精円形 円形 長方形

SK181 形態不明 形態不明 形態不明

SK182 形態不明 形態不明 台形 93 C 1

SK183 精円形 楕円形 台形 1ユ

SK184 精円形 円形 長方形 113 乏 4 7

SK185 隅丸方形 楕円形 台形

SK186 精円形 隅丸長方形 長方形 107.〔 1

SK187 円形 円形 長方形 0

SK188 楕円形 楕円形 長方形

SK189 図版■ 楕円形 楕円形
張り出し
袋状

中期 ? 1

SK190 形態不明 形態不明 長方形

SK191 長方形 長方形 半楕円形 加曽利E4 6

SK192 楕円形 楕円形 台形 181.5 1

SK193 第28・ 66図
図版44

隅丸方形 隅丸方形 長方形 称名寺 ユ

SK194 形態不明 形態不明 長方形 0

SK195 楕円形 楕円形 長方形 135.8 118.5 52.[ 称名寺 0

SK196 形態不明 形態不明 台形 0

SK197 形態不明 形態不明 長方形 111.8 0

SK198 円形 楕円形 長方形 99,7

SK199 円形 円形 長方形 107.2

SK200 楕円形 楕円形 長方形 30.[ 0

SK201 楕円形 楕円形 半楕円形 0

SK202 形態不明 形態不明 長方形 (149.5) 0

楕円形 楕円形 台形 74.5 24.写

S(204 楕円形 楕円形 台形 後翔 ?

形態不明 形態不明 長方形 0

楕円形 楕円形 台形 125.8 91.2 0
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第2表 遺構観察表及び出土遺物表 (7)
iLH番号 挿図/図版 翔日部平面形撻 底部形態 断面形態 開口部 底部 深 さ 時期 石器総弱 上器総務

精円形 楕円形 台形 0

SK208 精円形 精円形 長方形 0

SK209 形態不明 形態不明 台形 107.〔 0

SK210 形態不明 形態不明 長方形 0

SK211 糖円形 隅丸方形 台形 0

楕円形 楕円形 長方形 55.7 0

SK213 精円形 精円形 台形 0

SK214 楕円形 精円形 長方形 0

SK215 形態不明 形態不明 長方形 0

SK216 形態不明 形態不明 台形 0

SK217 形態不明 形態不明 長方形 57.7 0

SK218 隅丸方形 隅丸方形 長方形 BII曽利E3

SK219 精円形 楕円形 長方形 69.5 52.[ 0 0

形態不明 形態不明 半楕円形 152.[ 0 1

形態不明 形態不明 形態不明 0 1

SK222 隅丸長方形 隅丸長方形 長方形 称名寺 l

SK223 精円形 精円形 長方形 カロ曽利E4 9

SK224 隅丸長方形 隅丸長方形 長方形 0

SK225 精円形 隅丸方形 長方形 0

SK226 精円形 精円形 長方形 後期初頭 1

後期初頭

R0002 加曽利E4

形態不明 形態不明 長方形 7 2

楕円形 楕円形 半精円形 中期

第29。 67図
図版11・ 45

形態不明 形態不明 形態不明 426 加曽利E2

円形 円形 U宇形 1 1

PT006 楕円形 隅丸方形 U宇形 1 7

PT008 円形 円形 U宇形 l 3

PT013 楕円形 楕円形 U宇形 3

PT016 円形 精円形 U字形 1 1

PT017 楕円形 円形 U宇形 8

PT020 楕円形 円形 U字形 1 1 1

PT021 形態不明 形態不明 U字形 1 ユ

PT030 円形 精円形 U宇形 1 2

楕円形 楕円形 U字形 1 0

PT044 円形 円形 U字形 1

PT059 円形 楕円形 U字形 2

楕円形 隅丸方形 U字形 0 1

SD001 長方形 長方形 半楕円形 0

SD002 半楕円形 l

SD003 長方形 0

SD004 半精円形 (76.9) 1 0
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第 3章 遺物
本調査によって、出土した遺物は、全体で26,835点 を数える。これらは、縄文時代各期に帰属する土器20,915点、

石器 1,658点、石製品2点、土製品31点、礫4,207点 (各土坑内出上のものが、大半を占める)、 古代・中世 。近世に

帰属するもの22点 に分かれる。遺構内外の数量については、遺構内、16,802点、遺構外 10,011点 に分かれ、各遺構別

の数量については、土坑 (中期・後期)総数 16,160点、ピット39点、炉跡173点、時期不明遺構423点、溝7点に分
かれる。

上器 (第 30図～69図 図版12～ 50)
本節で扱う土器は縄文時代に属するもので、出土点数が本調査で最も多い。縄文時代以降の遺物については、第5

章、第71図、図版51で扱っている。土器はすべて破片の状態で出土し、完形のものは1点 も存在しないが、復元作

業によって器形を窺い知ることのできる固体が複数存在する。縄文時代に属する土器は、おおよそ以下のように分け

られる。

縄文時代前期/黒浜式期 (第 68-1図 図版46-1)、
縄文時代中期/五領ヶ台式期 大木7b式期 (第 50図、図版28)。 加曽利El～ E4式期・大木8a式期 (第 35図、図

版 16)・ 8b式期 (第 30図、図版 12)。 9a式期 (第 46図、図版25)。 曽利式期 (第 59図、図版

37)・ 連弧文式期 (第 63図、図版41)・ 火炎式期 (第 46図、図版25)・ 梶山式期、 (第 65図、図版

43)

縄文時代後期/称名寺式期・綱取式期・堀之内式期 (第 53図 図版31)・ 加曽利B式期、三十稲場式期 (第 53図、
図版31)

縄文時代晩期/安行3a式期  (第69-1図 図版47-1)
これら各型式の土器の内、前期/黒浜式期、中期/五領ヶ台式期 。大木 7b・ 8a・ 8b式期・曽利式期・連弧文式

期・火炎式期・梶山式期、後期/綱取式期・加曽利B式期 。三十稲場式期、晩期/安行3a式期については、出土数が

少ない。なお、称名寺・綱取式期・堀之内式期については、当該各期の土坑内から出土しているものが少数認められ

る。出土点数が最も多い時期は、中期/加曽利El～E3式期で8,877点 (これらの内、加曽利 Eユ 式期が最多を占め

6,487点 を数える)が挙げられ、後期/称名寺式期702点がこれに続く。出上の状態は加曽利E各期のほとんどが土坑
内からのもので、称名寺式期以降については遺構外からの出土が大半を占め、本来の出上位置を示していない。この

出土状態の相異は、おそらくは、中期土坑群の上部に存在した後期以降の遺構・包含層等が、後世の撹乱等により破

壊された事に起因していると思われる。

土製品

土器片利用の円盤が26点、同じく土器片利用の錘2点、土棒 1点 (石棒を模倣した土製品か)、 土製耳飾り2点の計

31点が出土している。

石器 (第 30～ 31・ 33～ 36・ 38～ 42。 44～ 67・ 70図 図版12～ 21・ 23～ 45。 48)(第 3表 )
石器は、調査区全体で 11,6oO点を数える。各器種は、看鏃 (18点)。 石槍 (2点)・ 石錐 (8点)・ 石匙 (3点)・

二次加工剥片 (82点)・ 石核 (54点)・ 打製石斧 (84点)。 打製円形石器 (1点)。 ヘラ状石器 (2点 )。 磨製石斧

(4点)・ 礫器 (33点 )・ 磨石 (187点 )・ 敲石 (87点 )。 擦石 (4点)・ 磨敲石 (101点 )。 磨擦石 (4点)・ 敲擦石

(2点 )。 磨敲擦石 (3点 )。 原石分割素材素材 (68点)・ 原石 (22点)・ 剥片 (816点 )・ 石皿 (54点)・ 砥石 (7

点)。 石錘 (5点)・ 石棒 (2点)・ 環状石製品 (1点)。 有孔石製品 (1点)・ 盲孔を有する石器 (3点)・ 線状痕を

有する石器 (1点)。 不明 (1点)の、30器種に分れる。これらの内、最も出土点数の多い石器としては、剥片が挙

げられ、磨・敲石類、二次加工剥片等がこれに続く。

使用石材 黒曜石 (1点)・ 石英斑岩 (1点)。 玄武岩 (9点)・ 閃緑岩 (48点 )。 安山岩 (158点)・ 流紋岩61
点)。 花蘭岩 (24点 )・ 浮石疑灰岩 (3点)。 頁岩 (63点 )・ 粘板岩 (54点 )。 凝灰岩 (80点 )。 砂岩 (359点)。

ホルンフェルス (108点 )。 片麻岩 (1点)・ 雲母片岩 (4点)・ 緑泥片岩 (2点)石英脈岩 (4点)・ 蛇紋岩 (2点)・
チャート (264点 )・ 玉髄 (216点 )。 鶏翡 (110点 )。 赤玉石 (84点)。 珪化木 (1点 )、 不明 (3点)の 24種が確認

された。これらの内、最も出土点数の多い石材としては、砂岩 (359点 )、 鶏珀 。玉髄 (326点)が挙げられ、チャー

ト (264点 )等がこれに続く。
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第 1節 遺構内出土遺物 (第 30～ 67図 図版12～ 45)(第 3表 )
S K 001号 上坑 (第 30図 1～ 9 図版12)(第 3表 )
本土坑から出上した遺物は、総数260点。土器 217点、石器 19点、小型土器 1点に分れる。1～ 4は復元個体であ

る。1。 2は、加曽利El式期に属する鉢形土器で、1は口径約 42.4cm、 残存高24.Oclllを 測り、2は日径約 38.Ocm、 残存

高20.O cmを 測る。31よ大木8b式期に属する深鉢形土器で、日径約 32.6 cm、 残存高 14.8 clllを 測る。41よ小形土器で、指

頭による圧痕が著しい。日径約 6.OcIIl、 残存高 1.3 cm、 底径約 4.5clllを測る。石器は、石鏃 1点、二次加工剥片1点、打

製石斧2点、擦・敲・磨石類4点、石核 1点、剥片 10点に分れ、他に礫23点が出土している。5は石鏃で右下端部を

欠損する。6・ 7は、打製石斧である。61ま刃部のみ、7は平面が精円形で、両面に磨痕あり。8は敲石。91よ擦 。磨痕

が認められる。

S K 002号 土坑 (第 31図 1～ 8 図版13)(第 3表 )
本土坑から出土した遺物は、総数498点。土器351点、石器37点に分れる。1～ 4は復元個体である。すべて深鉢

形土器で、4点ともに加曽利El式期に属する。11よ口径 18.Ocm、 残存高 43.6cm、 底径 9.8clll、 21よ残存高26.0

cm、 3は口径約 19.6cm、 残存高 26.4clll、 41よ口径 16.Ocm、 器高 25.2clll、 底径 8.Ocmを それぞれ測る。これらの内、1・ 2

は口縁部に、粘土紐による剣先状の貼 り付けが付加される。石器は、ヘラ状石器 1点、二次加工剥片1点、石核 3点、

擦・敲・磨石類 13点、原石1点、石皿 1点、剥片 17点に分れ、他に礫 HO点が出土している。51よヘラ状石器で緻密
で光沢のある赤玉石 (碧玉)を使用している。6。 7は板状素材を使用した石核である。8は、両面 。両端部・両側面

に擦・敲・磨痕が認められる。

S K 004号 土坑 (第 32図 1～ 9。 第33図 10～ 14 図版14)(第 3表 )
本土坑から出土した遺物は、総数225点。土器176点、石器33点、土製品2点、土器片円盤3点 に分れる。1～ 4は、

ともに深鉢形土器の復元個体である。11よ 口径 29,4cm、 器高41.8 cm、 底径 10.6clll、 21よ口径約 20.O cm、 残像高 24.8 cm、

3は日径約 25。 2 clll残存高 25.2 cm、 41よ破片上部径約 17.6 cm、 残存高 24.8clll、 底径 10.4cmを それぞれ測り、1。 2・ 4は

加曽利El式期に、3は大木8b式期に属する。5～ 7は土器破片を転用した、いわゆる土器片円盤である。8。 9は土

製の耳飾である。2点 ともに鼓状を呈する。石器は、二次加工剥片 1点、打製石斧 1点、石核 2点、敲石 1点、石皿2

点、剥片26点に分れ、他に礫 11点が出土している。第33図 10は石鏃で、平面は二等辺三角形状を呈する。11は打

製石斧の刃部、12は厚い縦長剥片を素材とした石核、13は平面が楕円形を呈するもので、全面に磨痕、下端部に改痕

が認められる。14は石皿の欠損したもので、研面に回転による5個の盲孔が認められる。

S K 009号 土坑 (第 33図 1～ 5 図版15)(第 3表 )
本土坑から出上した遺物は、総数253点。土器 164点、石器19点 に分れる。1は唯一、復元された固体で加曽利El

式期に属する深鉢形土器である。日径約 25,8 cm、 残存高26.4 cmを測る。石器は、打製石斧 1点、石核 2点、敲・磨石

類5点、石皿 1点、剥片 10点に分れ、他に礫 70点が出土している。2は打製石斧で両側縁に決入部を作出する。3は

石核で、打面を頻繁に転移し、横長の剥片を剥離している。4も 石核で、打面を複数回、転移し、横長の剥片を剥離

している。5は、長方形状を呈する敲・磨石で下端、一側縁に敲痕、片面に磨痕が認められる。

S K 010号 土坑 (第 34図 1～ 5 図版 15)
本土坑から出土した遺物は、総数46点。土器45点、土器片円盤1点に分れる。石器、礫等は出土していない。1は

加曽利El式期に属する深鉢形土器の復元固体で、回径 18.4cm、 器高 26.8cm、 底径 7.2 cmを 測る。地文には縄文を使用

し、その上部に集合条線を直線もしくは曲線状に垂下させている。なお2～ 51ま胴部の破片である。

S K 011号 土坑 (第 34図 1～ 5 図版 15)
本土坑から出土した遺物は、総数50点。土器49点、石器 1点に分れる。石器は剥片1点のみ。11よ復元固体で、深

鉢形を呈し加曽利El式期に属する。日径約 13.2 cm、 器高 17.4clll、 底径 7.6clllを測る。2～ 51よ、3。 4が日縁部、2・ 5

が胴部の破片である。

S K 018号土坑 (第 34図 1～ 7 図版16)(第 3表 )
本土坑から出土した遺物は、総数88点。土器80点、石器2点、土製品1点に分れる。土器は、すべて、破片の状態

で出土し、復元固体は存在しない。1・ 2は 日縁部、3～ 51ますべて胴部の破片である。全点とも加曽利El式期に属す

る。石器は、擦 。敲石1点、剥片1点に分かれ、他に礫 5点が出土している。6とま平面が精円形を呈する擦・敲石であ

る。7は土棒で上下端部を久損している。

―-48-―



S K 019号土坑 (第 35図 1～ 7 図版16)(第 3表 )
本土坑から出土した遺物は、総数218点。土器184点、石器12点 に分れる。1・ 2は ともに復元固体である。1は加

曽利El式期に属する深鉢形土器で、残存高約 30.3 clll、 底径 9,Ocmを測る。21よ大木8a式期に属し口径約 30.Ocm、 残存

高23.6cmを 測る。3は「S」 字状の取手である。石器は、石鏃ユ点、二及加工剥片1点、敲・磨石類3点、原石1点、剥

片6点に分かれ、他に礫22点が出土している

S K 028号 土坑 (第 36図 1～ 7 図版 17)(第 3表 )
本土坑から出土した遺物は、総数240点。土器203点、石器8点に分れる。1・ 2は ともに復元個体で、深鉢形を呈

する。11よ口径約 35,6 cm、 残存高24,8 cm、 2は口径約 13.6 cm、 器高22.4 cm、 底径 6.2 clllを 測る。石器は、二次力B工剥片

1点、打製石斧3点、礫器ユ点、敲・磨石類2点、石皿ユ点に分かれ、他に礫29点が出土している。

S K 030号 土坑 (第 37図 1～ 4、 第38図 5～ 7 図版18)(第 3表 )
本土坑から出上した遺物は、総数336点。土器229点、石器 14点に分れる。1の復元個体は、深鉢形を呈するもの

で加曽利El式期に属する。日径 23.2 cm、 器高37.6cm、 底径 8.4 clllを 測る。縄文を地文として日縁部に粘土紐による波

状曲線が付加されたもの。2の復元個体は、深鉢形を呈するもので、大木8aも しくは8b式期に属する。日径約26.0

cm、 器高28.6cm、 底径 8.2cmを 測る。3の復元個体は、深鉢形を呈するもので文様は縄文のみが施されている。日径約

13.O clll、 器高 16.6 cm、 底径 6.4 cmを測る。4の復元個体は、鉢形を呈するもので加曽利El式期に属する。口唇上部に

沈線による文様が施される。日径約 43.6cm、 残存高20.2 cmを測る。なお本復元個体の器面内 ,外面には赤色顔料が残

存する。石器は、石核 1点、敲石2点、石皿2点、砥石1点、剥片8点に分かれ、他に礫 93点が出上している。5の砥

石は方形板状を呈し、全体に磨痕が観察され片面の中央に複数の条線が認められる。

S K 031号 土坑 (第 38図 1～ 6 図版19)(第 3表 )
本土坑から出土した遺物は、総数723点。土器606点、石器61点 に分れる。11よ復元個体で、鉢形を呈する。縄文

のみ施文で口径約 37.6 cm、 残存高 12.8 clll、 を測る。なお本復元個体の器面内 。外面には赤色顔料がわずかに残存す

る。2は復元個体で深鉢形を呈する。縄文を地文とし垂下する2本一組の沈線によって文様が構成されるもので、日

径約 26.4 cIIl、 残存高23.O cIIlを 測る。2点 ともに加曽利E3式期に属する。石器は、二次加工剥片7点、石核 1点、打製

石斧5点、礫器1点、敲・磨石類5点、原石 1点、剥片41点、他に礫56点が出土している。

S K 037号 土坑 (第 39図 1～ 8 図版 19)(第 3表 )
本土坑から出土した遺物は、総数240点。土器 169点、石器 15点に分れる。1・ 21よ ともに復元個体で加曽利El式

期に属し深鉢形を呈する。11よ残存高34.2 cm、 底径 13.2 cm、 21よ残存高 26.2 cm、 底径ユユ.2cmを測る。31ま復元個体で大

木8aも しくは8b式期に属する深鉢形土器である。日径約 13.4cm、 器高23.6cm、 底径 6.4cIIlを測る。石器は二次加工剥

片2点、磨石7点、剥片6点に分れ、他に礫56点が出土している。

S K 045号 土坑 (第 40図 1～ 5 図版20)(第 3表 )
本土坑から出土した遺物は、総数241点。土器 161点、石器9点、土器片円盤 1点に分れる。1・ 2は復元個体であ

る。ともに加曽利E4式期に属し、深鉢形を呈する。11ま口径約 36.O cm、 残存高 28.3 cm、 21よ残存高 19.2 clllを それぞれ

測る。3は土器破片を転用した土器片円盤である。石器は、打製石斧 1点、礫器 1点、敲 。磨石類2点、原石 1点、石

皿2点、剥片2点 に分れる。他に礫70点が出土している。

S K 046号 土坑 (第 41図 1～ 12 図版21)(第 3表 )
本土坑から出土した遺物は、総数186点。土器126点、石器8点に分れる。1～ 9と もに加曽利El式期に属し、11よ

復元個体で深鉢形を呈する。日径約 18.9 clll、 残存高23.7clllを 測る。2～ 7は 回縁部破片、8'9は胴部の破片である。な

お7の口縁部破片表・裏には赤色顔料が残存する。石器は敲・磨石類3点、剥片5点に分れ、他に礫52点が出土している。

S K 053号 上坑 (第 42図 1～ 7 図版21)(第 3表 )
本土坑から出土した遺物は、総数84点。土器55点、石器9点に分れる。1・ 2は復元個体で、ともに深鉢形を呈し

加曽利El式期に属する。11よ口径約 26.l clll、 残存高 17,7 cIIl、 21ま口径約 24.6 cm、 残存高 14.7cmをそれぞれ測る。石器

は、石錐1点、打製石斧 1点、敲・磨石類2点、原石分割素材2点、原石1点、剥片2点に分れ、他に礫20点が出土し

ている。なお6の原石分割素材については裏面 (晶洞内に成長した水晶群によってその全面が覆われたもの)には複

数ヶ所打撃による円形の窪みが観察される。

S K 057号 土坑 (第 43図 1～ 2 図版 22)
本土坑から出土した遺物は、総数521点。土器519点、石器は1点も出土していない。1は復元個体で口径 35,O cm、

器高56.Ocm、 底径 12.2 clllを測る大形の土器。地文に縄文を使用し、日縁部に粘土紐の付加による文様帯を構成して大

―-49-―



形の取手が4ヶ所に認められる。2は日径約 35,2 cm、 残存高 52.O cm、 底径 11.2 cmを 測るやはり大形の上器で、日縁部

文様帯及び器形等が 11こ極めてよく類似する。他に礫2点が出土している。

S K 058号 土坑 (第 44図 1～ 10 図版23)(第 3表 )
本土坑から出上した遺物は、総数776点。土器682点、石器35点に分れる。1・ 2は復元個体で鉢形を呈し、とも

に加曽利El式期に属する。11よ残存高 12.8 clll、 破片上部径 44.8 cm、 底部 14.6 cmを測る。2は日径約 24.O clll、 残存高

15.2 cmを 測る。石器は、二次加工剥片 1点、石核 3点、打製石斧2点、磨石 3点、原石分割素材2点、原石2点、剥片

22点に分れ、他に礫 59点が出土している。なお6・ 7の石核は打面を複数回、転移し横長の剥片を剥離したもの。9

は土坑内からともに出土した厚い剥片2点が、横位で接合している。他に礫59点が出土している。

S K 062号上坑 (第 45図 1～ 7 図版24)(第 3表 )
本土坑から出土した遺物は、総数 186点。土器 155点、石器9点に分れる。1・ 2は復元個体で、ともに深鉢形を呈

する。11よ口縁約 25.6 cm、 器高 42.8 clll、 底径約 8,Ocmを測り、加曽利E2式期に属する。21ま残存高22.6 cm、 底径 6.6clll

を測り、加曽利E3式期に属する。石器は、打製石斧ユ点、敲・磨石類 3点、原石分割素材 1点、石棒 1点、剥片3点

に分れ、他に礫 22点が出土している。なお6の原石分割素材は2点が接合したものである。正面右側の素材 1点は

(S・ T22・ 23)区から出土したもので、本土坑との距離は約30m離れている。

S K 064号 土坑 (第 46図 1～ 10 図版25)(第 3表 )
本土坑から出土した遺物は、総数 187点。土器 116点、石器11点 に分れる。11よ復元個体で深鉢形を呈し加曽利E2

式期に属する。口径約 20.l cm、 残存高 13.8cmを 測る。2～ 6とますべて上器胴部破片である。3・ 5の破片が大木9a式期

に属し、6は火炎式期に属する。石器は、二次加工剥片 1点、石核 2点、磨石 1点、石皿 1点、剥片6点に分れ、他に

礫60点が出土している。なお9の石核は右面原石面を打面として、横長の剥片を複数枚剥離し、さらに打面を180度

転移し、横長の剥片を剥離したもの。

S K 065号 土坑 (第 47図 1～ 7 図版25)(第 3表 )
本土坑から出土した遺物は、総数258点。土器 150点、石器 16点に分れる。1・ 2は ともに深鉢形を呈し、加曽利

El式期に属する。11よ口径約 22.8cm、 残存高 16.5 clllを測る。2とよ残存高 19.7clll、 底径 7.2 clllを 測る。石器は二次加工剥

片1点、石核4点、打製石斧 1点、磨石2点、剥片8点に分れ、他に礫92点が出土している。

S K 069号 土坑 (第 48図 1～ 7 図版26)(第 3表 )
本土坑から出上した遺物は、総数319点、土器 173点、石器21点、器台1点に分れる。1・ 2は ともに加曽利El式

期に属するもので深鉢形を呈する。とは残存高 32.O cm、 底径約 12.O cmを 測り、2は残存高 26.6 cm、 底径約 10.8 cmを 測

る。3は破損した器台である。2ヶ所に円形の切り込みが観察される。残存高 5,4 cm、 底径約 28.2 clllを測る。石器は、

石核 1点、磨石5点、剥片15点に分れ、他に礫 124点が出土している。

S K 078号 土坑 (第 49図 1～ 6図版27)(第 3表 )

本土坑から出土した遺物は、総数82点、土器69点、石器6点に分れる。1は復元個体で、鉢形を呈し加曽利E2式

期に属する。日径約 29。 l clll、 器高 14.3cm、 底径 8.4cmを 測る。2'31よ ともに深鉢形を呈するもので、胴部破片である。

2は残存高 18.6clll、 31よ残存高 22.3clll、 破片上部径 28.5cmを測る。なお1の上器内面には、赤色顔料がわずかに残存す

る。石器は、敲・磨看1点、剥片5点に分れ、他に礫7点が出土している。

S K 086号 土坑 (第 50図 1～ 11 図版23)(第 3表 )
本土坑から出土した遺物は、総数 153点、土器82点、石器 15点 に分れる。土器はすべて破片の状態で出土し、復

元個体は存在しない。1～ 4はすべて同一個体と思われ、加曽利El式期 (大木8a式期の可能性あり)に属する。1が

日縁部、2・ 3が口縁部に近接した胴部破片である。LR及びRLの異原体を縦位施文して羽状を構成し、その上部に

粘土紐を付加し文様を構成している。5・ 61ま胴部及び口縁部の破片である。石器は、打製石斧1点、礫器1点、敲・

磨石類9点、剥片4点 に分れ、他に礫56点が出土している。

S K 089号 土坑 (第 50図 1～ 8 図版28)(第 3表 )
本土坑から出土した遺物は、総数 12点。土器6点、石器4点に分れる。土器はすべて破片の状態で出土し復元個体

は皆無である。1～ 4は 1。 3が日縁部、2。 4が胴部破片で、大木7b式期 (五領ヶ台式期)に属する。石器は、礫器
1点、磨石2点、原石分割素材ユ点、他に礫2点が出土している。

S K 090号 土坑 (第 51図 1～ 9 図版29)(第 3表 )
本土坑から出土した遺物は、総数585点。土器284点、石器16点、土器片円盤1点、石製品1点に分れる。1～ 4は、

4点 ともに口縁部の破片で、綱取式期及び称名寺式期に属する。すべて破片の状態で出上している。51ま土器片を転用
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した土器片円盤である。石器は、二次力E工剥片2点、敲・磨石2点、石皿2点、盲孔を有する石器1点、剥片9点に分

れ、他に礫283点が出土している。なお91よ平面が長方形を呈する垂飾具と思われ、上端部に穿孔が一ケ所認められる。

S K 093号 土坑 (第 52図 1～ 12 図版30)(第 3表 )

本土坑から出土した遺物は、総数306点。土器246点、石器38点に分れる。1～ 4は ともに加曽利El式期に属し、

1は底部のみ残存している。深鉢形土器と思われ、残存高 13.5 cm、 底径 10.8 cm、 破片上部径 19.5 cmを 測る。なお2の

取手部裏面に赤色顔料がわずかに残存する。石器は、石鏃1点、ヘラ状石器1点、二次加工剥片3点、礫器1点、擦・

敲・磨石類13点、原石 1点、剥片18点に分れる。他に礫22点が出土している。

S K 097号 土坑 (第 53図 1～ 10 図版31)(第 3表 )

本土坑から出土した遺物は、総数529点。土器438点、石器21点に分れる。土器はすべて破片の状態で出上し、復

元個体は存在しない。1～ 41ますべて胴部の破片で、1～ 3が堀之内1式期、41ま三十稲場式期に属する。石器は、二及

加工剥片4点、石核 1点、磨製石斧 1点、敲・磨石類8点、原石 1点、剥片6点に分れ、他に礫 70点が出土している。

なお4の石核は打面を複数回、転移し横長に近い形状の剥片を剥離したもの。6の磨製石斧は刃部両面に、使用によ

る縦位方向の条線が複数観察される。

S K100号上坑 (第 53図 1～ 10 図版31)(第 3表 )
本土坑から出上した遺物は、総数279点。土器227点、石器20点、器台1点、石棒1点に分れる。1～ 4は加曽利E2

式期に属し、2が口縁部、他はすべて胴部の破片である。41よ器台である。器面には楕円形に近い形状の透かしが2ケ

所観察される。残存高 3.O cm、 上径約 13.2 cmを測る。石器は、石匙 1点、二次力H工剥片 1点、敲・磨石類6点、石皿 1

点、石棒 1点、剥片 10点に分れ、他に礫 30点が出上している。なお10の石棒は頭部のみの出土で、全体に打撃によ

る形成が著しい。

SK¬ 02号土坑 (第 54図 呵～8 図版32)(第 3表 )
本土坑から出上した遺物は、総数208点。土器 179点、石器 6点、土器片円盤 1点に分れる。1～ 3は復元個体で、

すべて称名寺式期に属する、深鉢形土器である。1は残存高 42.Oclll、 底径 6.4cm、 21よ 口径約 21.2cm、 残存高 14,Ocm、 3

は日径約 21.Ocm、 残存高26.8 cmを それぞれ測る。41ま土器片を転用した土器片円盤である。石器は、敲・磨石類2点、

原石分割素材 1点、剥片3点 に分れ、他に礫22点が出土している。

S K lll号 土坑 (第 55図 1～ 7 図版33)(第 3表 )
本土坑から出上した遺物は、総数228点。上器124点、石器10点に分れる。1～ 5はすべて、加曽利El式期に属し、

1は深鉢形を呈する復元個体である。日径約 25.8 cm、 残存高34.5 cmを測る大形の土器である。石器は二次加工剥片 1

点、打製石斧1点、剥片8点に分れ、他に礫94点が出土している。

S K 121号 土坑 (第 55図 1・ 56図 2～ 11 図版 33・ 34)(第 3表 )

本土坑から出土した遺物は、総数501点。土器 115点、石器49点、器台1点、土器片円盤1点に分れる。2～ 41よ復

元個体で、3点 ともに加曽利El式期に属する。21よ 口径 31.2 clll、 器高 40.4clll、 底径約 10.6を測る大形の土器である。3

は日径約 24.4 cm、 残存高 30.4 cm、 4は残存高25.2 cmをそれぞれ測る。5は土器片を転用した土器片円盤である。石器

は、二及加工剥片7点、石核 2点、打製石斧2点、磨製石斧 1点、礫器4点、敲・磨石類6点、石皿5点、剥片 10点に

分れ、他に礫 335点が出上している。なお1の石皿は表・裏面に複数の回転による盲孔が認められる。10の剥片は接

合資料で、上部が本土坑から、下部がSK147号土坑から出土したものである。

S K124号土坑 (第 57図 1～ 8 図版35)(第 3表 )
本土坑から出土した遺物は、総数126点。土器83点、石器 12点に分れる。土器はすべて加曽利El式期に属し1は

大形の取手部である。石器は、二次加工剥片1点、石核 1点、敲石1点、原石分割素材1点、剥片8点に分れ、他に礫

31点が出上している。なお7の原石分割素材は接合資料で左側の素材が本土坑から、右側の素材が (AJ‐ 20)区から

出土している。

S K 125号 土坑 (第 57図 1～ 6 図版35)(第 3表 )
本土坑から出土した遺物は、総数313点。土器 100点、石器20点に分れる。1・ 2は復元個体である。ともに加曽

利El式期に属する。11よ深鉢形土器で口径 12.Ocm、 器高 20.lcm、 底径 6.lcmを測る。2は鉢形土器で回径約 32.4 cm、 残

存高141cmを 測る。石器は、二次加工剥片1点、石核 1点、打製石斧1点、礫器4点、敲・磨石類18点、剥片4点に分

れ、他に礫193点が出土している。

S K126号土坑 (第 58図 1～ 9 図版36)(第 3表 )
本土坑から出上した遺物は、総数 132点。土器 109点、石器H点に分れる。1～ 5はすべて加曽利El式期に属し、
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1は浅鉢形を呈する復元土器である。日径約 37.O cm、 器高 15.8 cm底径約 11.O cmを測る。石器は、石錐1点、石核 1点、

敲石1点、剥片8点に分れ、他に礫 12点が出土している。

S K127号土坑 (第 58図 1～ 6 図版36)(第 3表 )
本土坑から出土した遺物は、総数89点。土器73点、石器7点 に分れる。1・ 2と もに加曽利El式期に属する。復元

個体 11よ、深鉢形を呈する土器で口径約 21.2 cm、 残存高23.2 cmを測る。復元個体2は、鉢形土器である。日径約31.6

cm、 残存高 13.6cmを 測る。石器は、磨石4点、盲孔を有する石器1点、剥片2点に分れ、他に礫9点が出土している。

S K 135号 土坑 (第 59図 1～ 9 図版37)(第 3表 )
本土坑から出上した遺物は、総数 182。 土器119点、石器15点 に分れる。土器は、1～ 4が加曽利El式期に、5。 6

が曽利式期に属する。1・ 21ま復元個体である。1は鉢形を呈し、日径約 19.8 clll、 器高 15,l cm底 径約 8.2 clllを測る。石

器は、二次力H工剥片1点、打製石斧1点、敲・磨石類2点、原石分割1点、剥片10点に分れる。他に礫48点が出土している。

S K 143号 土坑 (第 59図 1・ 60図 2～ 14 図版 37・ 38)(第 3表 )
本土坑から出土した遺物は、総数 194点。土器79点、石器 14点に分れる。土器は1～ 8と もに加曽利El式期に属
する。1は深鉢形を呈する復元個体で、日径 15.Oclll、 器高 29,4cm、 底径約 8.8clllを測る。本個体は、いわゆる北関東の

加曽利El式期として特徴づけられたものである。8は鉢形土器で口径約 16.6 cm、 残存高6.3 cmを測り、土器口唇上面

及び、器面の表裏面に赤色顔料が残存する。石器は、打製石斧2点、敲・磨石類3点、原石分割素材2点、剥片7点に

分れ、他に礫 101点が出土している。なお9・ 10の打製石斧については、2点 ともに表裏面及び刃部に著しい磨痕が

観察される。

S K144号土坑 (第 60図 1 図版 38)
本土坑から出上した遺物は、総数59点。土器57点、石器2点に分れる。11よ加曽利El式期に属する復元個体で、深

鉢形を呈する。残存高34.8cm、 破片上部径 34.Oclllを 測る。石器は、二次力H工剥片1点、打製石斧1点に分れる。

S K147号土坑 (第 61図 1～ 11 図版39)(第 3表 )
本土坑から出上した遺物は、総数 149点。土器 118点、石器7点に分れる。土器はすべて破片の状態で出上し、復

元個体は存在しない。1～ 6はすべて土器破片で加曽利 Eユ 式期に属する。石器は、二次加工剥片 1点、石核 2点、剥

片24点に分れ、他に礫 24点が出上している。なお11は接合資料である。縦長で厚い剥片が2点接合したもので、上

部が本土坑から、下部がSK121号土坑から出土している。

S K 153号 土坑 (第 62図 1～ 8 図版40)(第 3表 )
本土坑から出土した遺物は、総数 167点。土器 103点、石器21点に分れる。1は深鉢形を呈する復元個体で、加曽

利El式期 (大木8b式期)に属する残存高 17.7 cm、 破片上部径 28.5 cmを 測る。21よ深鉢形を呈する復元個体で、加曽
利E2式期に属する。残存高 21.3clll、 底径 8.4 clll、 破片上部径 19。2cmを測る。石器は、石槍1点、打製石斧3点、礫器2

点、敲・磨石8点、剥片7点に分れ、他に礫43点が出土している。

S K154号土坑 (第 63図 1～ 7 図版41)(第 3表 )
本土坑から出土した遺物は、総数111点。土器84点、石器12点 に分れる。1～ 4と もに加曽利E2式期に属し、11ま

いわゆる連弧文土器と称されるものに、よく類似する。11よ復元個体で深鉢形を呈する。口径約 17.l cm、 残存高22.2

clllを測る。石器は、磨石2点、原石分割素材 1点、石皿1点、剥片8点 に分れ、他に礫 15点が出土している。

S K157号土坑 (第 63図 1・ 64図 2～ 7 図版 41・ 42)(第 3表 )
本土坑から出土した遺物は、総数199点。土器40点、石器17点に分れる。1～ 3の復元個体は、すべて加曽利E4式

期に属する。3点ともに深鉢形を呈する大形の土器である。11ま日径約 42.2cm、 残存高 48.8 clll、 2は 日径約 43.6 cm、 残

存高 36.8 clll、 3は日径約 50.4 cm、 残存高27.2 cmをそれぞれ測る。石器は、磨石3点、原石 1点、剥片 13点に分れる。

他に礫142点が出土している。

S K 161号 土坑 (第 65図 1～ 9 図版43)(第 3表 )
本土坑から出土した遺物は、総数20点。土器9点、石器7点に分れる。土器はすべて破片の状態で出土し復元個体

は存在しない。1は口縁部の破片で、2～ 5は胴部の破片である。2～ 5は ともに加曽利E4式期に属するが、4は梶山

式期に属する。石器は、石錘 1点、打製石斧 1点、磨石1点、原石分割素材 1点、砥石 1点、剥片2点に分れ、他に礫

4点が出土している。なお6の石錘は完形で縦位・横位の紐掛け痕が観察され、7の砥石は板状を呈し両面に研磨痕が

観察される。

S K 172号 土坑 (第 65図 1～ 9 図版43)(第 3表 )
本土坑から出上した遺物は、総数279点。土器210点、石器27点、器台1点 に分れる。土器はすべて破片の状態で
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加曽利El式期からE3式期に至るまでの上器破片が出土し、土器の時期決定が判然としない。1～ 3は土器口縁部の

破片で、4は器台である。残存高5.l cm、 底径約 20.7 clllを測る。楕円を呈する透かし部が2ケ所確認される。石器は、

二次加工剥片2点、石核 1点、礫器1点、敲・磨石類5点、原石分割素材1点、原石2点、剥片15点に分れ、他に礫 41

点が出土している。

S K 174号 上坑 (第 66図 1～ 3 図版44)(第 3表 )
本土坑から出土した遺物は、総数62点。土器57点、石器3点に分れる。1は復元個体で、深鉢形土器である。綱取

式期に属し、日径 22.8cm、 残存高 25,3clllを 測る。石器は、原石分害↓素材ユ点、石皿1点、剥片1点に分れ、他に礫 2点

が出土している。

S K179号土坑 (第 66図 1 図版 44)

本土坑から出土した遺物は、総数6点。すべて土器の破片で、復元された個体となった。11ま復元個体で深鉢形を

呈する。堀之内1式期に属し、日径 13.5cm、 器高 21,Ocm、 底径 5,4cmを測る。日唇上部に2個の波状突起を持つ。

S K193号土坑 (第 66図 1～ 11 図版44)(第 3表 )

本土坑から出土した遺物は、総数17点。土器14点、石器1点、土器片円盤1点に分れる。土器はすべて破片の状態

で出上し、復元個体は存在しない。1'2が口縁部の破片。他はすべて胴部の破片である。全点ともに称名寺式期に

属する。10は土器破片を転用した土器片円盤である。石器は、11の 1点のみで平面形態は精円形に近い形状を呈し、

上端右側面に3条の線状痕が観察される。他に礫1点が出土している。

S X 003号 遺構 (第 67図 1～ 9 図版45)(第 3表 )
本土坑から出土した遺物は、総数293点。土器160点、石器61点に分れる。土器は1・ 2と もに加曽利El式期に属

し、1は鉢形を呈する復元土器である。残存高 23.l cm、 底部約 10.2 cmを測る。石器は、石錘 1点、二次加工剥片2点、

石核 1点、打製石斧 2点、礫器2点、擦・敲 。磨石類 14点、原石分割素材4点、石皿 1点、剥片34点に分れ、他に礫

72点が出土している。

第2節  遺構外出土遺物 (第 68～ 70図 図版46～ 48-1)(第 3表)
遺構外から出土した遺物を一括した。表土及び遺構上層の包含層から出上したもので、時期は複数期に渡っている。

土器については、個別の破片で文様等から帰属時期の明確なものを掲載した。石器、石製品については、縄文時代に

帰属すると思われるものを中心に掲載している。

縄文時代前期の土器 (第 68図 -1・ 1～ 6 図版46-1・ 1～ 6)
おもに調査区西側端部からすべて破片の状態で出土したものである。11よ口縁部で他はすべて胴部の破片である。す

べて縄文を施文し胎土には繊維の混入が認められる。

縄文時代中 。後期の上器 (第 68図 -2・ 1～ 11 図版46-2・ 1～ 11)

縄文時代中期及び後期の上器を図示した。

1は復元個体で中期に属すると思われる。小形の鉢形土器で、日径約 14.7 cm、 器高6.O cm、 底径約8.2 cmを 測る。2・

4・ 7・ 8は加曽利E4式期のいわゆる瓢箪形土器で、4～ 8は鍔付土器の口縁部破片で、4・ 8には日縁部下の隆帯に

それぞれlヶ所の穿子とが認められる。21よ瓢箪形土器の蓋と思われ、完形である。3・ 5・ 6。 9～ 11は後期の土器である。

縄文時代後 。晩期の上器 (第 69図 -1・ 1～ 11 図版47-1・ 1～ 11)

1～ 6は縄文時代後期の土器で2～ 6は口縁部の破片である。加曽利B式期に属すると思われる。7はやはり加曽利

B式期に属し、台付鉢形土器の台部と思われ、台部上面鉢部の底部にあたる部分に、網代痕が観察される。

遺構外出土の土器片円盤 (第 69図 -2・ 1～ 9 図版47-2・ 1～ 9)
1～ 91よ、遺構外の表土及び包含層から、出土した土器片転用の上器片円盤である。9点 を掲載した。

遺構外出土の石器 (第 70図 1～ 12 図版48-1。 1～ 12)

表土及び遺物包含層から出土した石器を一括した。各石器の帰属時期については、判然としないが、平面形態及び作

成手法などから、そのほとんどが中期以降の所産と考えられる。1～ 4は石鏃である。1・ 2。 3は二等辺三角形を呈

し、2'3の底縁には浅い快入部が認められる。4は両側縁が平行に延びるもので、底縁には浅い扶入部が認められる。

5。 6は石錐、7は石匙である。8・ 9は磨製石斧で、ともに全面が研磨され刃部には縦位、斜位の使用痕が認められ

る。10。 11は石錘である。2点とも全面に浅い研磨が認められ、擦切り技法によって、紐掛け用の条痕が横位に確認

される。12は環状石製品である。下端を火はぜにより欠損している。両面全側縁に、縦位の線状研磨痕が認められ

る。中央部の円形穿孔は両面から穿たれ、穿孔内面には、多くの線状痕が確認される。

―-53-―



第 30図

o  (S=1/4) locm

o    (S=1/3)  locm

―-54-―

代
閾
①

8

◆

鵜

⇔

SK001号土坑出土遺物



院
帥
Ｖ

SK002号上坑出土遺物

電 羹 藝 誹

)8

0    (S=1/3)  locm

鞍萎畑
罐轟露〉7

一-55-―



第 32図

饉i5∞

'6蔭

]7

o    (S=1/3)  locm

SK004号土坑出土遺物

―-56-―



(亜郡ぼ
委 11

dセ

谷

◎
餞 Q鰯
Q          3

5

SK009号土坑出土遺物



第34図

/

SK011号土坑出土遺物 千■r喧翼塑上二攣
Cm o    (S=1/3)  locm

1

!!       //

(I)6

o    (S=1/3)  locm

SK018号土坑出土遺物

―-58-―



第 35図

ヽ

洵４ く‐

Q鵬

⑬0
06

SK019号土坑出土遺物                m

-59-



β

浮

け

‐―

＝

＝

＝

Ｈ

× D
時   3

04 も 5

磐 匡 重 ＼ 勤
7

SK028号土坑出土遺物

―-60-―



第 37図

SK030号土坑出土遺物

-61-

(S=1/4) locm



第 38図

＼＼、
「

o    (S=1/3)  locm

くここ二互〕   4

内
周
悧
り

o    (S=1/3)  locm

心



舟
Ｍ
幽
脚
Ψ

躍 駕
~  4

0 (S=1/4)locm

o    (s=1/3)  locm
7

∩

υ

煎

〃
作
Ｆ
ｒ
ｒ
一祥

―-63-―

SK037号土坑出土遺物



第40図

に 〕 3

o    (S=1/3)  locm
SK045号土坑出土遺物

―-64-一



＼ ―Q
⇔ lo

ハ
闊
蠅

12

0    (s=1/3)  locm

SK046号土坑出土遺物

―-65-―



0希0
→       3

骸 印に
く
=:こ
こことこ)     4

SK053号土坑出土遺物

一-66-―

o    (S=1/3)  locm



第 43図

o  (S=1/4) locm

SK057号土坑出土遺物

―-67-―



第44図

<=:三二三＼    3

∩
納旧旧‐キ‐Ⅲ‐‐―キー‐ＷＭ岬Ｖ
　
４〇

一
tB::::4-廼 ti::::〕

園      6

10

Q

o    (S=1/3)  locm

―-68-―



第 45図

´

SK062号土坑出土遺物

―-69-―

o    (S=1/3)  locm



第 46図

／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５

／

il

國 ∇m
◇           9

Ⅳθ絨
鋼  

伸

o    (S=1/3)  locm

SK064号土坑出土遺物

―-70-―



第 47図

隠
円
酬
υ

向

』

〇

SK065号土坑出土遺物

-71-

o  (S=1/3) locm



聰 駆騨

0    (S=1/3)  locm

恥

士
■
卜一Ｉ
一一一よ引

一-72-―

0
SK069号土坑出止遺物



第49図

一%中
-  4

―∞ ,@
-           5

″

〃

イ

＝

３

卵
,r´

＼
ゞ

 ゝ|
く  /

SK078号土坑出土遺物

―-73-一

o    (S=1/3)  locm



惟 87

醸
２
‐ｏ

第 50図

SK086号上坑出土遺物

o   (s=1/3) locm

一
■
ｋ
ｇ

」脇
輔

＼封

２

吐

淋

＝

τ三1)5
6

―-74-―

SK089号上坑出土遺物



第 51図

乱

成

¶∂ ―翅
⌒    7

口             9

o    (S=1/3)  locm

SK090号土坑出土遺物

一-75-―



第 52図

ヽ

o    (S=1/3)  locm

馴
鵬
）

Ю翔∪
⇔          8

・０

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一一一・一一一・一一

9 ≪n)11
o  (S=1/3) locm

◇

◆

―-76-―

第52図 SK093号土坑出土遺物



一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

９

荊
岬
／

♪

「

―

―

―

―

―

―

第 53図

ｈ
″

‐―

＝

Ｈ

Ｈ

日

Ｈ

Ｈ

Ｗ

＝

＝

＝

叫 ‐

拠

ぴ

〔
ド

　

　

　

　

払
節

題

ｒ

葦ミ観 ‖  :
I13

磯 6

適鋭 8

７

魚
郎
＼

＼

十。

-9
SK097号土坑出土遺物

／
‐

‐

岐

98

一-77-―



第 54図

に ]4

8

哺 6

o    (S=1/3)  locm

SK102号上坑出土遺物

―-78-―



第55図

５

ヽ

懺

け

押

M0
:-7

埒
o    (S=1/3)  locm

O】:=::ⅢⅢⅢI

SK呵 21号土坑出土遺物

―-79-一

o    (S=1/3)  locm



第 56図

悦 807

豹
咤
③

SK121号土坑出土遺物

o  (S=1/3) locm

―-80-―



第57図

℃》鳶電プ
④            5

Ⅷ」爵俳性
o    (S=1/3)  locm

_    5

o    (S=1/3)  locm

-81-

SK425号土坑出土遺物

毬



第 58図

SK126号土坑出上遺物

埒ヽ∞
⑮       8

0    (S=1/3)  locm

倫

　
① 6

0    (S=1/3)  locm
SK127号土坑出土遺物

―-82-―



第59図

7

Ⅷ
癒 9

(S=1/3)  10cm

骸刊℃

SK135号土坑出土遺物

0    (S=1/3)  10cm

SK143号土坑出土遺物

―-83-―



第 60図

09

o  (S=1/3) locm

ヽ

ャ

キ

ー

ー

‐

‐

―-84-一



第 61図

13

8

餓
嘔 も

10

一-85-―

00¢
□ 9

季

0    (S=1/3)  locm
SK147号土坑出土遺物



-4 染 6

SK153号土坑出土遺物

7

―-86-一



第 63図

SK154号土坑出土遺物

礁

沖

′ ／ ２

∩
脚
隠
脚
∪
σ

0  (S=1/3) locm

SK157号土坑出土遺物

一-87-―



第 64図

o  (S=1/4) locm

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

６

o    (S=1/3)  locm

―-88-―

SK157号土坑出土遺物



第65図

(II三
「 三 】

)6

SK161号土坑出土遺物

o    (S=1/3)  locm

③

①②齢⑬
(護ラ)     8
℃追
-  9

膠

６

o    (S=1/3)  locm

一-89-一



第66図

▲

廻

o  (S=1/3) locm

踵鋼1翻2魏却3
′′

Vガ
6

Φ]1。

o    (S=1/3)  locm

SK193号土坑出土遺物

―-90-―

κ

‐‐批

SK174号土坑出土遺物

179号土坑出土遺物



第67図

し

私
ヽ`

σ
が

6

o  (S=1/3) locm

-91-



第 68図

1遺構外出上の縄文前期土器

II

鵡
‖ 3

o  (S=1/3) locm

ざ

諷

o    (S=1/3)  locm

一-92-―



麟脆 釧9

1遺構外出上の縄文後・晩期土器

諄

旧

ヽ
ヽ

5

速 窪 躍 頚 η
3

М‖1。 斡 1ゝ1 11

o    (S=1/3)  locm

の91 ∞ 82 ∞ ]3

@]8

に ]4

∞ 17

2遺構外出上の上器片円盤

鮎 16

鯵 99

o  (S=1/3) locm

―-93-―



第70図

―

凸
ひ

⌒  1

|

≪萱至薫璽)11
遺構外出上の石器 (2/3)

査‖
◆  2
∧{
◆    3

⇔   4

一

為
甥
Ｍ
Ψ

―-94-―



第3表 石器観察表 (1)

挿漂 図赫 N0 遺構名 器種 石材 昆さCD 幅clll 享さcD 重量 g 完/欠 備考

5 SK001 石鏃 赤玉石 2.6 2.2 4 欠

SK001 打製石斧 ホルンフェルス 4.4 6.4 欠

7 SK001 打製石斧 ホルンフェルス 11.0 4,9 死

SK001 敲石 チャー ト 4.9 7E

SK001 磨・擦石 安山岩 10.4 945 7Ca 被熱

5 SK002 ヘラ状石器 赤玉石 死

6 SK002 石核 弱璃 4.9

7 SK002 石核 玉髄 1.9

8 SK002 磨・敲・擦石 安山岩 7E

14

SK004 二次加工剥片 黒曜石 2.3 6

SK004 打製石斧 安山岩 2,7 4.0 8 欠

SK004 石核 チャー ト

SK004 敲石 閃緑岩 13.0 4.9 7E

SK004 石 皿 砂岩 254 欠 コ転盲孔複数有

2 SK009 打製石斧 買岩 152 7E

3 SK009 石核 チャー ト

4 SK009 石核 砂岩

5 SK009 敲石 安山岩 4.1 刀
仕 7E3

6 SK018 磨・擦石 安山岩 4.8 死

4 SK019 石鏃 玉髄 2.4 0,8 5 一
九 腹熱

5 SK019 二次加工剥片 流紋岩 48

6 SK019 磨石 浮石凝灰岩 4,9 3.4 7E

7 SK019 磨石 安山岩 /E

3 SK028 二次加工剥片 玉髄 4,4 5,2

4 SK028 打製石斧 ホル ンフェルス 7E

5 SK028 打製石斧 流紋岩 4.5 欠

SK028 打製石斧 ホルンフェルス 7E

7 SK028 礫器 砂岩 10.4 4.2

5 SK030 板状砥石 砂岩 欠

6 SK030 敲石 凝灰岩 840 7Ea

7 SK030 石 皿 砂岩 18,4 22.7 12.3 4,600 欠 庚熱

3 SK031 二次力口工剥片 玉髄 5.4

4 SK031 打製石斧 粘板岩 1.9 7E

5 SK031 打製石斧 安山岩 11.8 5。 4 204 7E

6 SK031 磨・敲石 安山岩 5,4 486 7E

4 SK037 二次加工剥片 粘板岩 10

5 SK037 二次加工剥片 砂岩

SK037 磨石 安山岩 7E

7 SK037 磨石 安山岩 406 7E
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第3表 石器観察表 (2)

挿図 図筋 N0 置構名 器種 石材 民さcD 幅clll 享さcI 重量 g 完/欠 府考

SK037 磨 石 安山岩 4.6 312 7E

40
SK045 礫器 疑灰岩 4.3

SK045 磨・敲石 砂岩 660 九

SK046 剥片 チャー ト 2.2

SK046 敲石 砂岩 11.4 7E

SK046 敲石 砂岩 9,0 6。 9 320 死

SK053 石錐 粘板岩 4.9 16 欠

SK053 打製石斧 砂岩 4.0 40 欠

SK053 原石分割 馬蒲 4,3

SK053 原石分割 玉髄 2.9 220

SK053 磨・敲石 砂岩 10.4 4。 3 久

44

SK058 二次加工剥片 買岩 4.0 1.4

4 SK058 打製石斧 ホル ンフェルス 7.8 4.4 1.2 刀
■ 死

SK058 打製石斧 粘板岩 11.0 2.2 108 7E

6 SK058 石核 玉髄

SK058 石核 赤玉石 4.8 4.4 66

SK058 原石分割 玉髄 4.9 5.4 2.2

SK058 石核 馬瑞 5.0 4.5

SK058 磨石 安山岩 12.5 4.2 515 死

45

SK062 打製石斧 粘板岩 180 欠

4 SK062 磨・敲石 凝灰岩 4.0 348 7ta

SK062 原石分割 馬瑞 8,4

SK062 原石分割 馬暗 4.2 1,006 〕K099と 接合

7 SK062 石棒 雲母片岩 8,8 欠

46

7 SK064 石 皿 疑灰岩 2.5 一
九

SK064 石核 馬瑞 4.2 164

SK064 石核 頁岩 4.3 2.8

SK064 二次力口工剥片 チャー ト 3.0 4.6

47

SK065 打製石斧 ホルンフェアレス 4.3 2.0 90 欠

4 SK065 石核 赤玉石 6.0 4.8 4.8

5 SK065 原石分割 馬暗 5。 2 2.4

6 SK065 石核 凝灰岩 4.5 392

7 SK065 石核 馬瑞 2.0

48

4 SK069 剥片 流紋岩

5 SK069 石核 赤玉石 4。 2 6.0 84

SK069 磨石 安山岩 4.8 九

7 SK069 磨石 安山岩 15.8 4.9 1,200 7E

49
4 SK078 剥片 流紋岩 4.3 0,4

5 SK078 剥片 流紋岩
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第3表 石器観察表 (3)

挿区 図筋 N0 置構名 器種 石材 民さcI 幅clll 享さcコ 重量 g 完/欠 備考
49 6 SK078 磨・敲石 砂岩 10.9 6,4 665 九

8 SK086 打製石斧 粘板岩 欠

9 SK086 礫器 不 明 6.0

SK086 磨・敲石 砂岩 5.4 4.6 184 九

SK086 磨石 安山岩 10.4 1,015 7E

5 SK089 原石分割 玉髄

6 SK089 礫器 ホルンフェルス 144

7 SK089 磨 石 砂岩 10.8 4,7 340 7E

SK089 磨石 安山岩 5,4 640 欠

SK090 石 皿 玄武岩 21.9 2,250 欠

7 SK090 二次加工剥片 チャー ト 1.7 2.7 0.4

SK090 二次力口工剥片 流紋岩 5.0 40

SK090 有孔石製品 浮石凝灰岩 4.8 7E

SK093 石鏃 チャー ト 3.8 欠

SK093 ヘラ状石器 流紋岩 8.9 7E

SK098 二次カロエ剥片 流紋岩

SK093 二次加工剥片 玉髄 5.2

SK093 礫器 凝灰岩 645

SK093 敲石 砂岩 14.5 5.3 7E

SK093 敲石 ホルンフェルス 20.2 4.6 322 7E 被熱

SK093 磨石 凝灰岩 21.8 5.6 4.5 7E

SK097 二次力日工剥片 粘板岩 4.8

SK097 磨製石斧 蛇紋岩 4.4 146 一万

SK097 石核 チャー ト 6。 9

SK097 二次加工剥片 馬瑞

SK097 磨石 安山岩 7.3 220 7E

SK097 磨・敲石 砂岩 1,800 7E3

SK100 石匙 赤玉石 3.4 欠

SK100 二次加工剥片 砂岩 10.4 4.8

SK100 磨石 凝灰岩 7.4 7E

SK100 石 皿 凝灰岩 9.1 7E

SK100 石棒 緑泥片岩 6.4 2.5 132 欠

54

SK102 剥片 チャー ト 1,7

SK102 原石分割 玉髄

SK102 敲石 砂岩 5.6 3.4 死

SK102 磨石 閃緑岩 2.5 7E

SKlll 二次加工剥片 流紋岩 1.7

SKlll 打製石斧 砂岩 2,4 欠

1 SK121 石 皿 凝灰岩 21.4 1,900 欠
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第3表 石器観察表 (4)

挿区 図版 N0 置構渠 器種 石材 罠さcI 幅 clll 享さcII 重量 g 完/欠 備考

34

6 SK121 石核 弱鵡 4。 1 148

7 SK121 打製石斧 買岩 10,9 7E

SK121 磨製石斧 凝灰岩 4.7 欠

9 SK121 敲石 買岩 11.6 4,3 286 欠

SK121 剥片 チャー ト 4.0 46 SK147-11と 接合

SK121 石 皿 凝灰岩 22.4 11.8 1,025' 欠 被熱

SK124 石核 赤玉石 2.6 40

SK124 二次加工剥片 チャー ト 3.4

SK124 原石分割 踊瑞 84 グリットAJ20と接合

SK124 敲石 安山岩 9.4 4.6 412 欠

SK125 打製石斧 ホルンフェルス 5,3 1,7 47 欠

SK125 石核 チャー ト 66

SK125 剥片 流紋岩 5.5

SK125 敲石 閃緑岩 11.4 6.4 344 7E

36

SK126 石核 馬竜 3.6 4.7 40

SK126 敲石 砂岩 4.5 98 欠

SK126 石錐 玉髄 4.6 九

SK126 剥片 桂化木 3.4 20

3 SK127 剥片 チャー ト 2.4 2.2 0,6

4 SK127 剥片 チャー ト

5 SK127 磨 石 閃緑岩 10,9 3.9 172 7E

6 SK127 磨石 安山岩 11,0 8.4 490 死

7 SK135 打製石斧 ホル ンフェルス 6.0 90 一
九

SK135 二次加工剥片 チャー ト 3.4

SK135 原石分割 玉髄 4.4 4.4

9 SK143 打製石斧 チャー ト 4.0 /E

SK143 打製石斧 粘板岩 死

SK143 原石分割 玉髄 4.9 49

SK143 原石分割 玉髄 4.0 16

SK143 磨石 安山岩 8.0 3.2 7E

14 SK143 磨石 安山岩 21,7 6.9 1,500 7E

SK147 二次加工剥片 流紋岩

SK147 石核 馬増 4.7 4,2 94

SK147 原石分割 玉髄 4.4 2.2

SK147 剥片 チャー ト 1.7 SK121-10と 接合

40

SK153 石槍 粘板岩 12.1 1.2 九

SK153 打製石斧 ホル ンフェルス 9,8 4.2 60 欠 被熱

SK153 打製石斧 ホル ンフェアレス 2.5 欠

SK153 打製石斧 貢岩 2.2 欠
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第3表 石器観察表 (5)

挿区 図版 N0 置構窄 器種 石材 罠さcD 幅cm 軍さCD 重量 g 完/欠 備考

40
7 SK153 礫器 ホルンフェルス 14.4 5.2

8 SK153 磨・敲石 安山岩 13.1 990 7E

41

5 SK154 原石分割 玉髄

6 SK154 磨石 安山岩 9.6 4.0 欠 陵熱

7 SK154 磨石 砂岩 14.5 4.0 九

42

4 SK157 剥片 チャー ト

5 SK157 磨石 砂岩 4.6 212 7E

6 SK157 磨石 砂岩 4,4 386 /E

7 SK157 磨石 安山岩 12.0 890 死

43

SK161 石錘 砂岩 3.9 7E

7 SK161 砥 石 砂岩 8.4 2.2 146 久

SK161 磨石 閃緑岩 4,2 188 欠

SK161 打製石斧 雲母片岩 4.3 久

43

SK172 二次加工剥芳 流紋岩 4.2 4.8

SK172 二次力口工剥方 赤玉石

7 SK172 磨石 凝灰岩 11.0 4.2 545 /El

SK172 石核 玉髄

SK172 原石分割 玉髄

44
SK174 石 皿 砂岩 18.6 2,000

SK174 原石分割 玉髄 2.8 7

44 SK193 線状痕
を有す
る石器

粘板岩 欠 被熱

45

SX003 石錐 ホル ンフェル ス 4.2 92 7E

7 SX003 石核 流紋岩 5.4 148

8 SX003 打製石斧 凝灰岩 5.5 5.9 1.2 欠

SX003 磨・敲・擦石 閃緑岩 5。 8 600 7E

48

1 表土一括 石鏃 チャー ト 0.5 欠

表土一括 石鏃 チャー ト 1.9 1 欠

表土一括 石鏃 チャー ト 2.2 欠

表上一梧 石鏃 チャー ト 欠

表土一福 石錐 赤玉石 6.0 4.3 九

表土一括 石 錐 頁岩 4.3 l.1 万

表土一括 石匙 赤玉石 4,9 九

表土一梧 磨製石斧 蛇紋岩 5.5 7E

表土一樫 磨製石斧 閃緑岩 8.8 4。 7 2.9 7E

表土一搾 石錘 砂岩 6.7 0.9 /E

表土一搾 石 錘 粘板岩 4.1 46 欠

表土一搾 環状石製品 不 明 3.6 4.0 0.6 欠 被熱
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第 4章 古代・中世・近世の出土遺物
ユは須恵器の長頸壼である。日唇部が外反している。内外面ともロクロナデが施されている。2は須恵器の皿であ

る。高台は付高台である。内外面ともロクロナデが施されている。3は土師質土器の焙烙である。内外面ともロクロ

ナデが施されている。41よ土師質土器のかわらけである。内外面ともロクロナデが施されている。5は土師質土器のか

わらけである。内外面ともロクロナデが施されている。底部には回転糸切り痕がある。61よ土師質土器の鉢である。外

面はロクロナデが施されたあと、体部下部をヘラナデし、底部を切り離している。内面はロクロナデが施されている。

7は土師質土器のかわらけである。内外面ともロクロナデが施されている。8は陶器の甕である。日縁部の先端が斜

め上方に引き出したような形状を持っている。日縁部～頚部～体部にかけてコの字状になっている。9は陶器の皿で

ある。高台は糸切り高台である。内外面に長石釉が施されている。

N/1

羽 7

9

(S=1/3)  locm

第71図 古代以降の出土遺物

部 伍 角 誦 時 代 偏 有

長 | 口蕩癬邪 百 代

2 須 離 皿 底 部 古代 表 上

3 土 RIW 婚 烙 口縁 部 甲 世 表 土

4 土 師 かわ らけ 口稼 郡 中 世 SD003 全体 凶 に凶不
土 RIW か】Dら け 甲 世 SD003 埼士初団XIとこ I� ァヽ

土 師 鉢 属 郡 甲 世 表 土

7 土 帥 霊 力hオつら
'ヴ

口縁 部 中世 衰 土

阿 器 口縁 ～頸部 It凶佐 表 12世紀 後 半
9 陶 器 日 綾 ～ 氏 部 自 色 表

第4表 古代以降の遺物観察表
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第 5章 まとめ

本遺跡検出の遺構について

本遺跡から、検出された遺構は、346基。これらの内、土坑226基が最多を占め、縄文中期・後期にその主体があ

る。時期は加曽利El式期～後期に至るまでの上器が出土している。これらの各土坑は、各時期により、その平面・

断面形態等に相異が認められ、それらは、おおよそ以下のようになる。

中期、加曽琴U El式期52基

平面形態が円形 (m基)、 断面形態、袋状 (6基)。 台形 (4基)・ 精円形 (1基 )

平面形態楕円形 (25基 )、 断面形態、袋状 (11基 )。 台形 (7基)。 長方形 (3基)・ 半精円形 (2基)・ 不明 (2基 )

平面形態隅丸方形 (13基 )、 断面形態 袋状 (7基)。 長方形 (3基)。 半楕円形 (1基)・ 台形 (2基 )
平面形態が台形  (1基)、 断面形態 台形 (1基 )
平面形態長方形  (2基 )、 断面形態 袋状 (1基)・ 台形 (1基 )
加曽利 E2式期17基

平面形態が円形  (2基 )、 断面形態 台形 (2基 )
平面形態楕円形  (8基 )、 断面形態 袋状 (2基)・ 台形 (3基)。 長方形 (3基 )
平面形態隅丸方形 (3基 )、 断面形態 袋状 (1基)・ 台形 (1基)。 長方形 (1基 )
平面形態隅九長方形 (2基 )、 断面形態 長方形 (2基 )
平面形態長方形  (2基 )、 断面形態 台形 (1基)。 不明 (1基 )
加曽利 E3式期14基

平面形態楕円形  (11基)、 断面形態 台形 (3基)。 長方形 (5基)。 半楕円形 (3基 )
平面形態隅丸方形 (2基 )、 断面形態 袋状 (1基)。 長方形 (1基 )
平面形態三角形  (1基)、 断面形態 台形 (1基 )
加曽利 E4式期8基

平面形態隅丸方形 (1基 )、 断面形態 袋状 (1基 )
平面形態楕円形  (5基 )、 断面形態 台形 (2基)。 長方形 (3基 )
平面形態長方形  (1基 )、 断面形態 半楕円形 (1基 )
平面形態円形   (1基 )、 断面形態 長方形 (1基 )
中期 (上坑の形態、覆上の状態等から、中期のいずれかの時期に属する可能性があるもの)11基

平面形態楕円形  (7基 )、 断面形態 袋状 (3基)。 長方形 (3基)・ 台形 (1基 )
平面形態隅丸方形 (3基 )、 断面形態 袋状 (1基)。 長方形 (1基)・ 台形 (1基 )
平面形態長方形  (1基 )、 断面形態 長方形 (1基 )
後期、称名寺式期15基

平面形態楕円形  (7基 )、 断面形態 袋状 (2基)。 長方形 (1基)・ 台形 (4基 )
平面形態隅丸方形 (5基 )、 断面形態 長方形 (3基)・ 台形 (2基 )
平面形態隅丸長方形 (3基 )、 断面形態 袋状 (1基)。 長方形 (2基 )
綱取式期3基

平面形楕円形   (3基 )、 断面形態 長方形 (3基 )
堀之内式期 2基

平面形態円形   (1基 )、 断面形態 台形 (1基 )
平面形態精円形  (1基 )、 断面形 態台形 (1基 )
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後期 (上坑の形態、覆上の状態等から、後期のいずれかの時期に、属する可能性があるもの)(5基 )

平面形態円形   (2基 )、 断面形態 楕円形 (1基)。 台形 (1基 )

平面形態隅丸方形 (1基 )、 断面形態 長方形 (1基 )

平面形態精円形  (2基 )、 断面形態 長方形 (1基)。 台形 (1基 )

以上の様に分かれ、本地域の特徴とされる所謂、袋状土坑は36基検出がされ、加曽利El式期が25基と最多を占め

る。なお、これら各土坑の法量は、加曽利El式期の平均は、開口部約 170cm・ 底部約 150clll・ 深さ約50cmを測り、加

曽利E2～ E4式期の平均は、開口部約 130 clll・ 低部約 120 cm・ 深さ約 60 cmを測り、後期の平均は、開口部約 110 cm。

底部約 95cm・ 深さ約60cmを測る。

本遺跡出土の土器について

出上した土器の大半が縄文中期・後期に属するもので中期・後期両時期合わせて、19式期が確認される。これらの

内、最も出土点数が多いものとしては、加曽利El式期の土器があげられ、これらには、大木 8a。 8b式期 (大木8a

がSK019号土坑、大木8bが SK001・ 086・ 153号土坑)が伴う、出土点数では、加曽利E2～ E4式期の土器が、これ

に続く。縄文後期以降については、称名寺式期の上器が最も出土点数が多い。本遺跡の縄文中期の中にあって、最も

古段階のものとして、大木7b式期 (五領ヶ台式期)の土器 (SK089号土坑)が出土している。なお、これ以降、加

曽利El式期にいたるまでの間、今回の調査範囲においては、阿玉台式期、勝坂式期の各土器期が欠落している。

本遺跡の石器使用石材について

石材については、使用されたものの大半が近接する那珂川・久慈川及び、そのを支流の川床もしくは河原から採集

されたものと思われ、円礫・亜円礫・角礫を素材としているものが多い。遠隔地から搬入された石材としては、唯一、

黒曜石ユ点 (図版6-2 の肩鏃)が挙げられる。各石材中、最も使用頻度の高いものとしては砂岩が挙げられ、馬

璃・玉髄、チャートがこれに続く。鴫璃・玉髄、赤玉石・チヤートの原石・剥片の一部は、被熱の痕跡が認められ、

特に鶏瑞・玉髄に顕著で、表面には発色性の強い光彩が認められ、全体に滑らかである。なお、馬璃・玉髄について

は、久慈川を供給源としている事などから、調査各区・各遺構から多数出土している。おもな器種は、原石と、それ

らを分割 (原石を分割したもので、個々の素材は、石核として剥片剥離に使用されるが、本調査区から出土したもの

中には、厚さが約 3 clll前後で裏全面が水晶で覆われるものが、少なからず存在し、有効な石核となり得ず、遺跡内に

搬入された意図が判然としない)したもの、石核・剥片に分かれ、出土時期・出土遺構については加曽利El式期に

属するものが多い。
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図版 1

調査前遺跡全景 (北から)

調査前遺跡全景 (東から)
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図版2

第 I工区全景 (西から)

第 I工区全景 (西から)
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図版 3

第Ⅲ工区北側 (南から)

第Ⅲ工区南側 (西から)
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図版 4

SK001遺物出土状態 SK001完掘

SK002遺物出土状態 SK002完掘

SK004遺物出土状態 SK004折]〕屈

SK009遺物出土状態 SK010遺物出土状態
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図版 5

SK018遺物出土状態 SK018環封屈

SK019遺物出土状態 SK028遺物出土状態

SK030遺物出土状態 SK030デBI属

SK031遺物出土状態 SK031)31掘
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図版 6

SK037遺物出土状態 SK037テBJ届

SK045遺物出上状態 SK045舅31屈

SK046遺物出土状態 SK046完掘

SK053遺物出土状態 SK053歩31屈
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図版7

SK058遺物出土状態 SK058完掘

SK062遺物出土状態 SK062完掘

SK064遺物出土状態 SK064完掘

SK065遺物出土状態 SK065テこ1屈
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図版 8

SK069遺物出土状態 SK069舅31屈

SK078テ31堀 SK086遺物出土状態

SK089j:1幅 SK093舅31屈

SK090遺物出上状態 SK090531屈
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図版 9

SK102遺物出土状態 SK102歩訓屈

SK100気剪屈 SKlll完掘

SK121遺物出土状態 SK121テ:1屈

SK125遺物出土状態 SK125デこ」屈
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図版 10

SK126遺物出土状態 SK127デき1胴

SK135遺物出土状態 SK135完掘

SK143遺物出土状態 SK143夢31屈

SK147遺物出土状態 SK147完掘
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図版 11

SK153遺物出土状態 SK153テ剪屈

SK154完掘 SK157)31屈

SK176デ31屈 SK189完掘

SX003遺物出土状態 SX003完 掘
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図版 12

SK001号土坑出土遺物
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図版 13
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図版 14
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図版 15

SK009号土坑出土遺物

舎
３

SK010号土坑出土遺物
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SK011号土坑出土遺物



図版 16

1

SK018号土坑出土遺物

SK019号土坑出土遺物
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図版 17

SK028号土坑出土遺惨
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図版 18

SK030号土坑出土遺物
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図版 19

SK031号土坑出土遺物

と
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SK037号上坑出土遺物
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図版 20

SK045号土坑出土遺物
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図版 21
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SK046号土坑出土遺物
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SK053号土坑出土遺物
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図版 22

SK057号土坑出土遺物
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図版 23

SK058号土坑出土遺物
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図版 24

SK062号土坑出土遺物
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図版 25
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SK064号土坑出土遺物

SK065号土坑出土遺物
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図版 26

SK069号土坑出土遺物
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図版 27

5

SK078号土坑出土遺物
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図版 28

¨ 7

SK086号土坑出土遺物

翼 爾 鞠 伊 4

SK089号土坑出土遺物
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図版 29
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SK090号土坑出土遺物
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図版 30

SK093号上坑出土遺物
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図版 31
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図版 32
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SK102号土坑出土遺物
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図版 33

SKlll号土坑出土遺物
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SK121号土坑出土遺物
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図版 34

SK121号土坑出土遺物
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図版 35

SK424号土坑出土遺物
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SK125号土坑出土遺物
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図版 36
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図版 37
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SK135号土坑出土遺物

SK143号土坑出土遺物
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図版 38

SK143号土坑出土遺物
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SK144号土坑出土遺物
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図版 39

域Ю

SK447号土坑出土遺物
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図版 40

SK153号上坑出上遺物
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図版 41

SK154号土坑出土遺物

SK157号土坑出土遺物
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図版 42

SK157号土坑出土遺物
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図版 43
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図版 44

SK174号土坑出土遺物
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図版 45

SX003号遺構出土遺物
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図版 46

1遺構外出上の縄文前期土器
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2遺構外出上の中 。後期土器
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図版 47

1遺構外出上の縄文後・晩期土器

OⅧ‰綾3

J口
陰
8

qttμ
 9

10 u陶勝11

鷲
41Ⅲ猟
7
◇ 8
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図版 48
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1遺構外出土石製品 (1～ 4石鏃、5・ 6石錐、7石匙、3・ 9磨製石斧、10・ 11石錘、12環状石製品)(1/2)

(1・ 3・ 4)すべて加曽利El式期



図版 49

各土坑出土土器l SK010(6)SK011(4)SK030(1～ 3・ 5)すべて加曽利 El式期

各土坑出土土器2 SK037(4)SK057(1・ 2)SK121(3・ 6)SK143(5)す べて加曽利 El式期
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図版 50

各土坑出土土器l SK062(2)SK078(3)SK154(4)SX003(1)す べて加曽利 E2式期

各土坑出土土器 2 SK028(2・ 5)綱取式期、SK174(1)綱取式期、SK102(3)称名寺式期、SK179(4)堀之内式期
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図版 51
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古代以降の出土遺物 (1・ 2古代・須恵器、3・ 6～ 9中世常滑破片・焙烙、4・ 5SD003号溝状遺構出上カワラケ)(1/4)
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